
『
{
木
主
目
』

と
劉
宋
政
治
史

J 11 

丈』
口

安

三二ー は

じ

め

に

沈
約
『
宋
書
』
に
お
け
る
劉
宋
政
治
史

劉
宋
政
治
史
研
究
の
現
朕
と
課
題

前
庭
帝
期
政
治
史

l

輔

政

鰻

制

期

2

親

政

健

制

期

わ

に
り
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お

l土

じ

め

劉
宋
王
朝

(四
二
O
l
四
七
九
年
)
政
治
史
の
特
質
は
、
皇
帝
権
力
の
強
化
と
寒
門
・
寒
人
の
撞
頭
と
の
関
連
で
と
ら
え
ら
れ
る
の
が

一
般
的

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
耳
目
以
来
の
門
閥
貴
族
勢
力
に
封
抗
し
て
、
皇
帝
権
力
側
が
寒
門
・
寒
人
出
身
者
を
中
書
舎
人
等
に
登
用
し
つ
つ
専
制

政
治
を
志
向
す
る
、
と
い
う
園
式
が
描
か
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
園
式
は
、
『
宋
室
田
』
の
編
纂
者
で
あ
る
沈
約
の
観
黙
に
沿

っ
た
も
の
で
は

あ
る
が
、
嘗
時
の
賓
情
の
客
離
的
な
反
映
で
あ
る
と
は
、
必
ず
し
も
い
い
が
た
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

右
の
よ
う
な
覗
酷
か
ら
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
沈
約

『宋
書
」
の
叙
述
す
る
政
治
史
に
お
け
る
全
般
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
れ
と
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の
関
連
に
お

い
て
、
劉
宋
政
治
史
に
閲
す
る
主
要
な
研
究
と
そ
の
問
題
黙
に
つ
い
て
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
問
題
黙
の
解
決
の
手
が
か
り
を
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探
る
た
め
に
、
第
五
代
皇
帝
、
前
庭
帝

(在
位
問
六
四
l
凹
六
五
年
)
期
の
政
治
史
を
考
察
す
る
。
特
に
こ
の
時
期
を
取
り
上
げ
る
の
は
、

(
l
)
 

に
は

『
宋
書
」

の
中
で
も
沈
約
の
概
貼
が
と
り
わ
け
強
く
反
映
さ
れ
た
部
分
に
属
す
る
た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
孝
武
帝

(在
位
四
五
三
丁
四
六 つ

四
年
)
に
至
る
ま
で
の
劉
宋
政
治
史
の
諸
矛
盾
が
凝
集
さ
れ
た
形
で
表
面
化
し
た
時
期
と
考
え
る
か
ら
で
も
あ
る
。
前
庭
帝
期
政
治
史
の
分
析

か
ら
、
劉
宋
政
権
全
般
に
み
ら
れ
る
構
造
的
特
質
を
把
捉
す
る
観
黙
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

沈
約

『
宋
書
』

に
お
け
る
劉
宋
政
治
史

四
O
四
年
に
桓
玄
の
楚
王
朝
打
倒
||
東
音
王
朝
復
興
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
決
起
し
た
「
義
衆
」
の
「
盟
主
」
で
あ
っ
た
劉
裕
は
、

四
二

O
年、

蹄
談
革
命
に
よ

っ
て
劉
宋
王
朝
を
創
設
、
初
代
皇
帝

(武
帝
)
と
な
る

(在
位
四
二
0
1
四
二
二
年
)。

沈
約
は
、

『宋
書
』
武
帝
紀
「
史
臣
日
」

の
僚
に
お
い
て
、
劉
裕
に
よ
る
耳
目
宋
革
命
を
、
渓
貌
、
貌
菅
、
管
楚
の
場
合
と
比
較
す
る
。
そ
の
比
較
の
論
軌
を
整
理
す
る
と
、
左
記
の
よ
う

漠
貌
革
命
|
|
輿
論
は
漢
を
支
持
、
曹
操
の
軍
事
力
に
よ
っ
て
革
命
。
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に
な
ろ
、
っ
。

貌
耳
目
革
命
|
|
貌
は
輿
論
の
支
持
を
失
う
、
司
馬
氏
は
代
々
宰
相
と
し
て
養

っ
た
基
盤
に
よ
り
革
命
。

菅
楚
革
命
|
l
京
耳
目
は
輿
論
の
支
持
を
失
う
、
桓
玄
は
父
桓
温
の
勢
力
基
盤
を
縫
承
し
て
革
命
。

E

目
宋
革
命
|
上
室
田
は
輿
論
の
支
持
を
失
う
、
劉
裕
は
自
分
自
身
の
功
績
に
よ
っ
て
革
命
。

右
の
よ
う
に
比
較
し
た
上
で
、
政
治
的
に
も
軍
事
的
に
も
基
盤
と
い
う
べ
き
勢
力
を
持
た
な
い
劉
裕
が
、
全
く
自
分
自
身
の
賓
力
で
、
赫
々
た

る
軍
事
的
功
績
を
あ
げ
た
貼
が
耳
目
宋
革
命
の
優
越
黙
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
如
く
、
武
帝
紀
「
史
臣
日
」
の
係
で
は
、
も

っ
ぱ
ら

(
2
)
 

劉
裕
の
武
功
の
偉
大
さ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
沈
約
は
劉
裕
の
革
命
を
全
面
的
に
賛
美
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
宋
書
』
巻
四
五
王
鎮
悪
等
傍

「史
臣
日
」
の
僚
を
み
る
と
、

帝
王
の
受
命
は
、
功
を
以
て
乱
を
静
め
、
徳
を
以
て
民
を
湾
、
つ
に
非
ざ
る
白
り
は
、
則
ち
其
の
遁
由
る
莫
き
な
り
。
:
:
:
高
祖
布
衣
よ
り



堀
起
し
、
民
血
管
に
籍
る
に
非
、ず
、
義
、
曹
公
の
英
傑
の
響
き
無
く
、
又
た
晋
氏
貌
を
輔
く
る
の
基
を
閥
き
、

一日
一烏
合
を
駆
り
、
朝
を
崇

え
ず
し
て
園
命
を
制
し
、
功
鈴
り
有
る
と
難
も
、
徳
未
だ
足
ら
ざ
る
な
り
。
是
の
故
、
王
誼
内
慢
を
以
て
流
奔
し
、
王
綬
外
侮
を
以
て
嫁

を
成
し
、
若
し
奇
功
を
立
て
難
き
に
樹
て
、
大
威
を
四
海
に
震
う
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
配
天
の
業
を
承
け
、
異
同
の
心
を
一
に
す
る
こ
と

能
わ
ず
。

と
あ
り
、
貌
や
菅
の
場
合
と
比
較
し
て
、
劉
裕
の
場
合
に
は
、
わ
ず
か
な
兵
士
を
率
い
桓
玄
を
打
倒
し
て
東
晋
王
朝
を
復
興
し
た
と
い
う

「功
」
は
絶
大
で
あ
る
も
の
の
、
経
世
済
民
の
営
矯
に
基
づ
く

「徳
」
に
お
い
て
決
定
的
に
不
足
し
て
い
た
黙
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

(
3
)
 

う
な
鉄
陪
の
ゆ
え
に
、
王
誼
(
浪
邪
の
王
氏
)
は
動
揺
し
、
王
緩
(
太
原
の
王
氏
)
ら
は
訴
殺
さ
れ
る
な
ど
、
官
僚
屠
の
確
固
と
し
た
支
持
を
得

ら
れ
ず
、
そ
の
よ
う
な
朕
況
の
も
と
で
樟
譲
を
受
け
て
即
位
す
る
た
め
に
は
、

「奇
功
」
|
|
前
人
未
到
の
功
績
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
さ
ら
に

『宋
書』

巻
四
八
朱
齢
石
等
傍

「史
臣
日
」
の
僚
に
も
、

む
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高
祖
周
世
累
仁
の
基
無
く
、
力
征
し
て
以
て
四
海
に
君
た
ら
ん
と
欲
し
、
貰
に
外
に
武
功
を
積
み
て
、
以
て
天
下
の
人
望
を
牧
む
る
を
須

と
同
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。
賓
際
に
、
劉
裕
は
、
自
ら
の
皇
帝
即
位
賓
現
に
む
け
て
天
下
の
人
心
を
牧
携
す
る
べ
く
、
南
燕
園
や
後
秦
園
に
釘

す
る
外
征
に
遁
進
し
た
の
で
あ

っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
沈
約
の
劉
裕
(
武
帝
)
に
釣
す
る
許
債
は
、
む
し
ろ
否
定
的
で
あ
り
、
外
征
に
よ
る
武
功
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
皇
位
の
正

嘗
性
を
確
保
し
え
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
劉
裕
は
、
永
初
三
年

(四一一
一
一)
に
死
去
し
て
、
皇
太
子
の
劉
義
符
が
即
位
し
(
少
帝
)
、
司
空
銭
尚
書
事
徐
羨
之

・
中
審
監
尚
書
令
傍

亮
・
領
軍
将
軍
謝
晦

・
鎮
北
将
軍
檀
遁
済
が
顧
命
を
受
け
て
、
輔
政
の
任
に
や
固
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
少
帝
は
即
位
後
、
徐
羨
之

・
傍
亮

・
謝

晦
ら
と
釘
立
す
る
。
景
平
二
年
(
四
二
四
)
七
月
、
徐
羨
之
ら
は
少
帝
を
慶
し
て
、

武
帝
第
三
子
の
刑
州
刺
史
劉
義
隆
を
迎
え
る
。
八
月
、
劉
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義
隆
が
即
位
し
、
景
卒
二
年
を
改
め
て
元
嘉
元
年
と
し
た
。
こ
れ
が
第
三
代
皇
帝
、
文
帝
で
あ
る

(在
位
四
二
四
!
四
五
三
年
)
。

司
徒
録
倫
書
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事
徐
羨
之
・
中
書
監
尚
書
令
停
亮
が
輔
政
し
、
謝
晦
は
街
将
軍

・
刑
州
刺
史
と
な
っ
た
。
こ
の
文
帝
も
即
位
後
、
徐
羨
之
、
傍
亮
、
謝
晦
ら
と

劉
立
し
、
元
嘉
三
年
正
月
、
徐
羨
之

・
侍
亮
を
諒
殺
す
る
。
謝
晦
も
翌
月
に
は
抹
殺
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
政
情
の
下
で
即
位
し
た
文

帝
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
治
世
は
三
十
年
に
及
ん
だ
。
『宋堂回
』
巻
五
文
京
巾
紀
「
史
臣
日
」
の
僚
に
は
、

正
位
南
面
す
る
に
及
ん
で
、
歴
年
長
久
、
綱
維
備
さ
に
血
借
り
、
保
禁
明
密
、
罰
に
恒
科
有
り
、
爵
に
濫
品
無
し
。
故
に
能
く
内
清
く
外
曇

ら
か
に
し
て
、

四
海
誰
如
な
り
。
昔
漢
氏
東
京
常
に
建
武

・
永
卒
の
故
事
を
崎
併
せ
る
も
、
放
れ
よ
り
欧
の
後
、
亦
た
毎
に
元
嘉
を
以
て
言

と
鴬
し
、
斯
れ
固
よ
り
盛
な
り
。

と
、
元
嘉
年
聞
の
政
治
的
安
定
に
賛
辞
を
惜
し
ま
な
い
。
『
宋
主
目
』
巻
九
二
良
吏
惇
序
も
同
趣
旨
で
あ
り
、

此
れ
よ
り
匝
宇
宴
安
、
方
内
事
無
き
こ
と
三
十
年
問
、
頃
庶
蕃
息
し
、
泰
上
供
後
、
歳
賦
に
止
ま
り
、
最
に
出
で
て
莫
に
競
り
、
自
ら
事

と
す
る
の
み
。
{
寸
宰
の
職
、
六
券
を
以
て
断
と
矯
し
、
世
を
浸
す
る
ま
で
徒
ら
ざ
る
こ
と
、
未
だ
嚢
時
に
及
ば
ざ
る
と
難
も
、
民
係
る
所

べ
し
。
凡
そ
百
戸
の
郷
、
市
有
る
の
邑
、
歌
謡
舞
踏
し
、
鰯
庭
牽
を
成
し
、
蓋
し
宋
世
の
極
盛
な
り
。
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有
り
て
、
吏
有
得
す
る
無
し
。
家
ご
と
に
給
し
人
ご
と
に
足
る
こ
と
、
即
事
に
は
難
し
と
難
も
、
溝
渠
に
勝
死
す
る
は
、
時
に
於
て
克
る

と
、
元
嘉
年
聞
に
お
け
る
地
方
政
治
の
安
定
を
指
摘
し
、
「
宋
世
の
極
盛
」
と
許
償
す
る
。
し
か
し
同
時
に
右
に
績
け
て
元
嘉
二
十
七
年

(四

五
O
)
、
釘
北
貌
戦
争
大
敗
に
よ
っ
て
、
「
元
嘉
の
治
」
が
暗
縛
し
た
こ
と
も
、
指
摘
さ
れ
る
。

元
嘉
二
十
七
年
に
壁
び
、
北
秋
南
侵
し
、
戎
役
大
い
に
起
こ
り
、
資
を
傾
け
蓄
を
掃
す
る
も
、
猫
お
未
だ
供
せ
ざ
る
こ
と
有
り
。
是
こ
に

於
て
、
深
賦
厚
敏
し
、
天
下
騒
動
す
。

こ
の
敗
戦
の
責
任
は
、
沈
約
に
よ
れ
ば
文
帝
自
身
に
あ
っ
た
。
文
帝
紀
「
史
臣
日
」
の
僚
に
は
、
先
に
引
用
し
た
部
分
に
績
け
て
、

授
将
進
帥
、
分
闘
の
命
に
殺
り
、
才
光
武
に
謝
せ
る
に
、
遥
か
に
兵
略
を
制
せ
ん
と
し
、
攻
日
戦
時
に
至
る
ま
で
、
仰
ぎ
て
成
旨
に
聴
か

ざ
る
な
し
。
覆
師
喪
放
せ
し
は
、
持
韓

・
白
に
非
ざ
れ
ば
な
り
と
雄
も
、
冠
を
延
き
境
を
感
え
し
む
る
は
、
抑
々
此
の
由
。

と
あ
る
。
こ
の
沈
約
の
批
判
は
、
専
ら
戦
争
窪
行
の
過
程
に
お
け
る
文
帝
の
濁
断
幕
行
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

『宋
室
田
』
巻
七
一
江
湛



停
に
、

上
大
奉
北
伐
せ
ん
と
す
る
や
、
朝
を
奉
げ
て
不
可
と
篤
し
、
唯
だ
湛
の
み
之
れ
に
賛
成
す
。

と
あ
り
、

『
宋
書
』
巻
九
九

二
凶
停
に
も
、

二
十
七
年
、
上
終
に
北
伐
せ
ん
と
す
る
や
、
酌
と
粛
思
話
と
固
く
諌
む
れ
ど
も
、
従
わ
ず
。
索
虜
瓜
歩
に
至
る
や
、
京
口
巴
震
骸
し
、
間
石

頭
に
出
銭
し
、
水
軍
を
線
統
し
、
撫
御
に
善
し
。
上
石
頭
城
に
登
り
、
憂
色
有
り
。
酌
日
く
、
「
江
湛
・
徐
湛
之
を
斬
ら
ざ
れ
ば
、
以
て

天
下
に
謝
す
る
無
し
」
と
。
上
回
く
、
「
北
伐
我
が
意
自
り
す
。
二
人
に
関
わ
ら
ざ
る
な
り
」
と
。

と
あ
っ
て
、
北
貌
と
の
戦
争
は
、
皇
太
子
劉
酌
を
は
じ
め
朝
臣
ら
の
根
強
い
反
釘
を
押
し
切
っ
て
賓
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
に
お

い
て
も
文
帝
の
濁
断
専
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
元
嘉
二
十
七
年
の
戦
役
が
大
敗
に
終
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
九
年
に
再
度
の
北
伐
を
試

み
て
、
ま
た
敗
北
し
た
こ
と
は
、
北
伐
に
か
け
る
文
帝
の
執
念
を
う
か
が
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
針
北
貌
戦
争
惨
敗
の
責
任
問
題
を
め
ぐ
っ
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て
、
文
帝
と
皇
太
子
劉
酌
と
の
封
立
が
表
面
化
し
、
こ
の
封
立
の
結
果
、
元
嘉
三
十
年
(
四
五
三
)
二
月
、
文
帝
は
劉
勧
振
に
殺
害
さ
れ
る
。

文
帝
第
三
子
で
江
州
刺
史
の
劉
駿
が
義
軍
を
起
こ
し
、
劉
酌
の
も
と
か
ら
逃
亡
し
て
き
た
劉
義
恭
の
推
戴
を
受
け
て
、
建
康
郊
外
の
新
亭
で
即

や
が
て
建
康
を
占
領
し
て
、
劉
酎
と
文
帝
第
二
子
劉
溶
を
抹
殺
す
る

位
す
る
。
こ
れ
が
第
四
代
孝
武
帝
(
在
位
四
五
三
l
四
六
四
年
)
で
あ
り
、

(
五
月
)
。

孝
武
帝
は
、
銀
山
同
書
事
を
廃
止
し
て
宰
相
の
権
力
を
削
弱
し
、
揚
州
や
刑
州
な
ど
の
強
力
な
州
鎮
を
分
割
す
る
な
ど
、
皇
帝
権
力
強
化
の
た

め
の
施
策
を
賓
行
に
移
す
。
孝
建
三
年
(
四
五
六
)
に
は
、
毎
月
一
日
と
十
五
日
に
帝
自
身
に
よ
る
西
堂
で
の
奏
事
受
け
附
け
を
開
始
し
、
大

五
年
に
は
馳
遁
を
建
設
、
六
年
に
は
僧
侶
に
封
し
て
皇
帝
へ
の

敬
櫨
を
強
制
、
な
ど
同
様
の
趣
旨
の
施
策
が
そ
の
後
も
行
わ
れ
穫
け
る

(
『
宋
書
』
巻
六
孝
武
帝
紀
)
。
こ
の
孝
武
帝
と
第
六
代
皇
帝
明
帝
(
在
位

明
二
年
(
四
五
人
)
に
は
吏
部
尚
書
を
二
人
に
増
員
し
て
そ
の
権
限
を
分
割
、
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四
六
五
l
四
七
二
年
)
の
時
代
の
政
治
は
、
沈
約
に
よ
れ
ば
皇
帝
に
よ
る
濁
断
幕
行
で
あ
っ
た
。
『
宋
書
』
巻
九
四
恩
倖
傍
序
に
は
、

孝
建
・
泰
始
、
主
威
濁
り
運
り
、
官
百
司
を
置
け
ど
も
、
権
外
に
仮
さ
ず
。
而
れ
ど
も
刑
政
糾
雑
に
し
て
、
理
と
し
て
遍
く
通
じ
難
け
れ
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ば
、
耳
目
の
寄
す
る
所
、
事
近
習
に
蹄
す
。
賞
罰
の
要
、
是
れ
園
権
と
謂
い
、
王
命
を
出
内
す
る
は
、
其
の
掌
握
に
由
り
、
日
疋
こ
に
於
い

て
塗
に
方
び
軌
を
結
び
、
輯
湊
同
奔
す
。
人
主
其
の
身
卑
し
と
謂
い
、
以
て
権
重
か
る
を
得
ず
と
矯
す
。
曾
て
鼠
枇
に
想
り
て
貴
く
、
狐

虎
の
威
を
務
り
，
外
に
逼
主
の
嫌
加
熱
き
も
、
内
に
専
用
の
功
有
る
を
知
ら
ず
、
勢
天
下
を
傾
く
る
も
、
未
だ
之
れ
或
い
は
悟
ら
ず
。

と
あ
り
、
沈
約
は
、
孝
武
帝

(孝
建
)
・
明
帝

(泰
始
)
の
濁
裁
的
傾
向
を
、
恩
倖
袋
一
人

(近
習
)
専
権
の
重
要
な
背
景
と
考
え
て
い
る
。
沈
約

は
恩
倖
寒
人
の
官
守
備
慌
を
批
判
し
、
君
主
と
官
僚
と
の
協
議
に
基
づ
く
政
治
運
営
を
主
張
す
る
。
孝
武
帝
以
降
に
生
じ
た
皇
帝
の
郷
裁
的
政
治
の

特
徴
の
第
一
は
、
こ
の
よ
う
な
思
倖
寒
人
の
重
用
で
あ
っ
た
が
、

『宋
書
』
を
九
一一
良
吏
侍
序
に
は
、

い
ま
ひ
と
つ
の
重
要
な
特
徴
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

世
組
統
を
承
く
る
に
及
び
、

制
度
審
底
、
犬
馬
も
寂
粟
を
飴
し
、
土
木
も
綿
繍
を
衣
、
前
規
を
追
随
し
て
、
正
光

・
玉
燭

・
紫
極
諸
般
を

更
迭
し
、
雌
梁
締
節
、
珠
箇
網
戸
た
り
。
嬰
女
幸
臣
、
賜
府
裁
を
傾
け
、

四
海
を
渇
く
す
も
其
の
欲
に
供
せ
ず
、
民
命
を
箪
く
す
も
未
だ
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其
の
・
心
に
快
わ
ず
。
太
宗
昨
を
縫
ぎ
、
嫡
々
浮
修
を
篤
く
し
、
恩
下
を
郎
ま
ず
、
以
て
横
流
に
至
る
。

と
、
孝
武
帝

(世
組
)
・
明
帝

(太
宗
)
の
者
修
を
批
判
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
孝
武
常
と
明
帝
の
時
代
は
、
と
も
に
恩
倖
寒
人
の
専
権
と
奮
修

と
を
伴
、
つ
郷
裁
的
政
治
の
時
代
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
劉
宋
王
朝
は
衰
亡
に
向
か
う
が
、
と
り
わ
け
衰
亡
を
決
定
的
な
も
の
と
し

た
の
は
、
明
帝
に
よ
る
皇
族
殺
害
で
あ
っ
た
。
晩
年
に
重
病
に
か
か

っ
た
明
帝
は
、
自
分
の
死
後
の
幼
帝

(後
・
阪
帝
)
の
行
く
末
を
心
配
し
て
、

競
争
者
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
皇
族
を
次
々
と
殺
害
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
藩
扉
を
失
っ
た
幼
帝
は
孤
立
し
、
劉
宋
王
朝
の
滅
亡
に
蹄
着
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
(
『宋
書
』
巻
八
明
帝
紀
「
史
臣
日
」
の
係
)
と
い
う
。

以
上
、
政
治
史
紋
述
の
観
貼
を
う
か
が
う
の
に
必
要
な
限
り
で
、

『宋
書
』
の
記
述
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、

『宋
書
』
に
特
徴
的
な

観
貼
と
し
て
、
以
下
の
二
鈷
を
指
摘
し
て
お
く
。

第

一
に、

『宋
蕃
』
に
は
、
君
主
の
濁
裁
と
恩
倖
寒
人
の
募
楼
が
も
た
ら
す
弊
害
を
巌
し
く
批
判
す
る
観
貼
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
君
主

と
官
僚
の
協
議
に
基
づ
く
政
治
運
昔
を
主
張
す
る
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
批
判
で
あ
る
。
品
目
回
時
の
官
僚
組
織
の
正
常
な
運
営
を
主
張
し
た
に
す
ぎ



な
い
が
、
こ
の
正
常
な
運
営
を
破
壊
す
る
要
因
が
、
専
ら
君
主
の
資
質
と
恩
倖
寒
人
の
作
用
に
蹄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

『宋
書
』
が
執

筆
さ
れ
た
南
斉

・
永
明
年
聞
と
い
う
時
代
状
況
や
沈
約
を
と
り
ま
く
人
々

(士
大
夫
)
の
思
潮
、
さ
ら
に
は
沈
約
個
人
の
思
考
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

第
二
に
、
劉
宋
王
朝
権
力
の
正
嘗
性
に
つ
い
て
、

『宋
書』

は、

王
鎮
悪
等
俸
「
史
臣
日
」
の
僚

(前
掲
)
に
お
い
て
、
劉
裕
の
絶
大
な
軍

功
に
つ
い
て
は
認
め
な
が
ら
も
、

経
世
済
民
の
昔
震
に
基
づ
く
「
徳
」
の
不
足
を
指
摘
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も

『宋
書
』
の

記
述
に
擦
る
か
、ぎ
り
、
劉
宋
の
諸
帝
は
こ
の
黙
の
不
足
を
補
お
う
と
は
し
て
い
な
い
。
劉
裕
の
場
合
は
も
っ
ぱ
ら
軍
功
の
獲
得
に
努
力
を
傾
注

し
た
し
、
文
帝

「元
嘉
の
治
」
に
お
い
て
さ
え
、
皇
帝
の
濁
断
専
行
に
よ
っ
て
封
北
貌
戦
が
推
進
さ
れ
た
。
劉
宋
後
半
の
孝
武
帝
や
明
帝
の
場

合
に
至
つ
て
は
、
審
修
に
よ
っ
て
民
衆
に
多
大
の
負
櫓
を
強
制
し
て
い
る
。『
宋
書
』
に
お
い
て
は
「
功
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
徳
」
の
方
を
王

(
4
)
 

朝
の
正
嘗
性
の
根
擦
と
し
て
重
覗
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
劉
宋
諸
帝
の
政
治
姿
勢
に
は
線
じ
て
批
判
的
で
あ
る
。

『宋
書』

に
お
け
る
沈
約
の
観
貼
の
特
徴
に
つ
い
て
、
本
節
の
考
察
か
ら
は
右
の
二
勲
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
『
{木
書』

で
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は
、
こ
の
よ
う
な
観
黙
に
基
づ
い

て
皇
帝
の
濁
断
専
行
や
思
倖
寒
人
の
専
権
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
れ
は
全
く
賓
態
と
か
け
離
れ
た
空
理
空
論
で

は
な
く
、
賓
態
を
あ
る
程
度
ふ
ま
え
た
上
で
の
歴
史
絞
遮
で
は
あ
る
が
、
賓
態
の
客
観
的
な
記
遮
で
は
な
い
。
皇
帝
の
濁
断
専
行
を
批
判
す
る

な
か
で
、
皇
帝
権
力
や
思
倖
宮
本
人
の
政
治
的
作
用
が
過
大
覗
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

劉
宋
政
治
史
研
究
の
現
肢
と
課
題

前
節
で
は
、
沈
約

『宋
書
』
に
お
け
る
劉
宋
政
治
史
を
検
討
し
、
そ
の
特
徴
的
観
黙
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
本
節
で
は
、

そ
の
沈
約

『宋

書』

を
根
本
史
料
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
劉
宋
政
治
史
研
究
の
現
状
を
概
観
し
、
そ
の
課
題
を
明
確
に
し
た
い
。

岡
崎
文
夫
『
貌
晋
南
北
朝
通
史
』
は
、
劉
宋
政
治
史
を
君
主
権
と
名
族
と
の
関
係
を
中
心
に
絞
速
し
た
。
劉
裕
は
「
東
菅
末
期
以
来
す
で
に
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成
立
し
て
居
た
江
南
名
族
の
位
置
を
よ
く
保
障
し
て
枇
舎
の
統
制
を
樹
立
す
る
」
と
と
も
に
、
「
他
面
ま
た
そ
の
境
内
に
君
主
の
威
権
を
あ
ま
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ね
く
行
わ
し
む
る
方
針
を
取
っ
た
」
が
、
「
こ
の
権
力
を
中
央
に
集
む
る
政
策
は
、
名
族
の
位
置
を
保
障
す
る
政
策
と
た
が
い
に
協
調
し
て
推

行
せ
ら
る
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
容
易
で
あ
る
ま
い
。
文
常
は
名
族
を
中
心
と
す
る
政
治
に
よ

っ
て

一
代
の
善
治
を
得
た
。
孝
武
は
穫
を
中
央

に
遜
さ
ん
と
し
て
つ
い
に
宋
室
を
傾
け
し
む
る
機
縁
を
作

っ
た
わ
け
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
君
主
権
強
化
と
、
名
族
と
の
協
調
と

い
う
こ
つ
の
路
線
の
開
を
揺
れ
動
い
た
の
が
劉
宋
王
朝
な
の
で
あ
る
。
と
く
に
孝
武
帝
に
つ
い
て
は
、

『宋
室
田
』
巻
九
二
良
吏
惇
序
に
述
べ
る

「孝
武
の
者
修
」
を
引
用
し

つ
つ
、
「
中
央
集
権
の
傾
向
が
こ
の
奪
修
心
の
琵
動
と
相
結
ぶ
に
よ

っ
て
宋
政
を
際
矧
に
導
く
。
け
だ
し
嘗
時
の

大
臣
は
多
く
名
家
の
子
弟
で
あ

っ
て
、
孝
武
の
政
治
の
軌
遁
を
離
る
る
場
合
に
は
こ
れ
を
諌
止
す
る
を
常
と
し
、

孝
武
す
こ
ぶ
る
こ
れ
を
嫌
い
、

大
臣
に
任
ぜ
ず
し
て
も
っ
ぱ
ら
寒
族
卑
賎
の
士
に
委
任
し
た
。
宋
書
恩
倖
停
に
列
せ
ら
る
る
戴
法
興
、
集
尚
之
、
徐
愛
の
徒
こ
れ
に
よ

っ
て
額

わ
る
る
こ
と
と
な

っ
た
」
と
い
い
、
沈
約
の
観
黙
に
様
り
つ
つ
、
君
主
権
強
化
の
路
線
に
大
き
く
傾
い
た
時
期
と
し
て
、
孝
武
帝
の
時
代
を
把

捉
し
た
。
ま
た
「
南
朝
の
勢
族
は
、
孝
武
の
郷
断
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
そ
の
安
定
を
失

っ
た
か
た
ち
で
あ
り
、
宋
室
の
危
機
は
こ
の
黙
に
存
す

こ
の
貼
も
沈
約
の
槻
貼
を
採
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
明
帝
期
に
つ
い
て
は
、
「
孝
武
以
来
の
苛
政
は
か
え

っ
て
制
御
を
加
え
ら
る
る
こ
と
な
く
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る
わ
け
で
あ
る
」
と
、
名
族
と
の
協
調
路
線
を
切
り
捨
て
た
結
果
、
王
朝
権
力
自
慢
が
危
機
に
陥
る
結
果
と
な

っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
り
、

乱
暴
に
援
額
し
」
、
「
さ
し
も
東
耳
目
以
来
貴
族
の
勢
力
も
、
政
治
上
に
は
次
第
に
衰
え
」
、
「
こ
れ
に
反
し
て
宮
本
微
の
出
身
者
な
ら
び
に
武
将
の
権

勢
が
著
し
く
目
立
つ
」
と
い
い
、
さ
ら
に
「
朝
列
に
あ
り
て
事
を
取
る
者
、

み
な
市
井
傭
販
の
子
、
嘗
時
の
士
流
は
す
べ
て
宋
室
を
見
限
る
に

至
っ
て
宋
の
滅
亡
も
は
や
救
う
可
か
ら
ざ
る
の
紋
に
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
」
と
、
孝
武
以
来
の
路
線
の
結
果
、
名
族
の
支
持
を
失
っ
た
劉

(
5
)
 

宋
王
朝
は
滅
亡
す
る
、
と
結
論
し
て
い
る
。
し
か
し
、
以
上
の
岡
崎
氏
の
説
明
に
お
い
て
は
、
東
耳
目
以
来
の
名
族
勢
力
が
衰
え
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
な
ぜ
そ
の
支
持
を
失

っ
た
王
朝
機
力
が
滅
亡
す
る
の
か
、
と
い
う
鈷
が
諜
題
と
し
て
残
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
課
題
は
劉
宋
政
権
の
性
格
規
定
と
不
可
分
で
あ
り
、
以
下
こ
の
黙
に
閲
す
る
主
要
な
向
学
説
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
戦
後
の
六
朝

史
研
究
の
新
た
な
展
開
を
劃
し
た
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
』
は
、
君
主
権
と
貴
族
と
の
閥
係
か
ら
分
析
す
る
と
い
う
岡
崎
氏
の
視
黙

を
継
承
し
つ
つ
、
劉
宋
政
治
史
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
軍
閥
帝
王
と
貴
族
と
の
合
韓
政
治
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事



は
帝
室
と
一
流
貴
族
と
の
聞
の
婚
姻
関
係
を
護
生
せ
し
め
た
。
こ
れ
は
名
族
の
感
情
か
ら
言
え
ば
甚
だ
好
ま
し
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
帝

王
の
権
力
は
絶
大
で
あ
り
、
貴
族
の
地
位
が
朝
廷
の
官
爵
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
関
係
上
、
貴
族
は
寧
ろ
こ
れ
を
逆
用
し
て
、
朝
廷
と

接
近
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
地
位
を

一
層
強
化
す
る
よ
う
に
方
針
を
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
、
帝
室
と
貴
族
と
の
婚
姻
開
係
を
指
摘

し
つ
つ
、
爾
者
の
合
韓
政
治
と
い
う
性
格
規
定
を
輿
え
た
の
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
宮
崎
氏
は
、

「箪
閥
帝
王
と
貴
族
枇
曾
と
い
う
、
原
来
相
容

れ
ざ
る
性
質
を
も
っ
た
二
者
の
習
合
は
、
併
し
な
が
ら
婚
姻
政
策
な
ど
で
完
全
に
融
合
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
、
恩
倖
寒
人

を
側
近
に
登
用
し
て
濁
裁
を
志
向
す
る
一
方
で
、
官
界
に
お
け
る
貴
族
の
既
得
権
(
清
官
の
濁
占
)
を
擁
護
し
て
貴
族
に
釘
し
て
譲
歩
す
る
劉

(6
)
 

宋
君
主
権
の
特
異
な
在
り
方
に
着
目
し
た
の
で
あ
っ
た
。
宮
崎
氏
の
研
究
は
、
婚
姻
関
係
や
官
制
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
、
君
主
権
と
貴
族
と

の
聞
の
複
雑
微
妙
で
不
安
定
な
関
係
を
描
き
出
す
こ
と
に
は
成
功
し
た
と
考
え
る
が
、

「帝
王
の
権
力
は
絶
大
で
あ
り
」
、

「帝
王
な
る
者
は
常

に
中
央
集
権
的
で
あ
り
、
出
来
る
な
ら
ば
濁
裁
を
欲
す
る
」
と
い
う
前
提
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
貴
族
に
封
し
て
譲
歩
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
と
い
う
黙
に
、
依
然
と
し
て
考
究
の
品
跡
地
を
残
し
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

宮
崎
氏
の
研
究
を
受
け
繕
い
で
、
南
朝
政
治
史
の
研
究
を
推
進
し
た
の
が
、
越
智
重
明
氏
と
川
勝
義
雄
氏
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
越
智
重
明

(7
)
 

「劉
裕
政
権
と
義
照
土
断
」
が、

『貴
族
』
政
権
と
い
う
性
格
規
定
を
試
み
た
。
同
論
文
で
は
、
劉
裕
皇
帝
在
位
中
の
将
相
大
臣
就
任
者
に
考
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察
を
加
え
、
そ
の
構
成
か
ら
「
劉
裕
即
位
後
の
宋
(
中
央
)
政
権
は

『貴
族
』
政
権
的
性
格
が
極
め
て
強
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

に
い
う
『
貴
族
』
政
権
と
は
、

『
且
貝
族
』
が
そ
の
首
領
|
|
白
玉
帝
か
ら
最
も
重
侍
さ
れ
た
階
層
と
し
て
、
そ
の
中
植
に
あ
っ
た
政
権
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
宋
政
権
が
『
貴
族
』
の
利
盆
を
代
表
し
た
政
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
意
味
す
る
」
(
六
一二
頁
)
と
述
べ
、

「
劉
裕
政
権
は
元
来
純
然
た
る

『武
人
」
政
権
か
ら
出
琵
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
宋
政
権
と
な
っ
た
と
き
は

『貴
族
』
政
権
に
印刷
良
質
し

て
い
た
」
(
四
二
頁
)
と
い
う
結
論
を
導
い
た
。
こ
の
論
文
に
お
け
る

『貴
族
』
と
は
、
「
北
人
貴
族
中
最
高
の
も
の
と
し
て
」
の

「寄
生
的
な

209 

一
部
特
定
の
官
僚
貴
族
」

(
五
三
頁
)
で
あ
り
、
北
来
の
僑
姓
名
族
を
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
劉
裕
政
権
に

『貴
族
』
政
権
と
い
う
性
格
規
定
を(

8
)
 

輿
え
て

い
た
越
智
氏
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
劉
宋
の
皇
帝
が
貴
族
に
封
し
て
絶
針
的
支
配
者
と
し
て
臨
む
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
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に
至
り、

『貴
族
』
政
権
説
は
十
分
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

越
智
氏
以
後
、

(
9
}
 

わ
が
圏
で
は
貴
族
政
権
説
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
見
解
は
見
ら
れ
な
い
が
、
中
園
で
は
陳
長
埼

『雨
菅
南
朝
政
治
史
稿
』
に、

貴
族

(位
族
)
政
権
説
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
「
一
部
の
寒
門
出
身
の
軍
人
が
、
武
力
で
皇
帝
権
力
を
奪
取
し
、
国
家
の
最
高
権
力
を
掌
握
し
、

世
族
と
奮
皇
帝
権
力
と
の
聞
の
権
力
分
配
関
係
を
打
破
し
、
改
め
て
皇
帝
権
力
と
世
族
と
の
聞
の
権
力
分
配
の
方
式
を
確
立
し
た
。
こ
の
よ
う

な
寒
人
出
身
の
皇
帝
が
建
て
た
新
た
な
皇
帝
権
力
に
は
こ
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
第

一
に
、
こ
の
皇
帝
権
力
は
寒
人
の
利
益
を
代
表
し
な
い
。
寒

人
出
身
の
軍
人
は
、

一
E
皇
帝
に
な

っ
て
、
園
家
政
権
を
掌
握
す
る
と
、
そ
れ
自
身
が
貴
族
化
し
て
し
ま
う
。
笑F

人
は
も
と
も
と
統

一
的
階
層

意
識
や
階
層
の
力
を
も
た
ず
、
皇
帝
に
な

っ
た
裳
人
も
、
寒
人
の
利
益
を
代
表
し
よ
う
と
い
う
願
望
や
理
想
が
な
い
。
ゆ
え
に
、
皇
帝
の
政
策

の
出
殻
貼
や
締
結
も
、
も
と
よ
り
寒
人
の
利
盆
を
考
慮
し
て
い
な

い
。
第
二
に
、
こ
の
皇
帝
権
力
は
世
族
階
層
の
既
得
利
益
を
承
認
し
、
世
族

階
層
の
説
得
利
誌
を
擁
護
す
る
。
政
治
や
枇
食
生
活
に
お
い
て
、

皇
帝
権
力
は
世
族
の
利
益
を
擁
護
す
る

一
連
の
制
度
や
法
律
保
項
を
制
定
し

を
削
弱
し
、
世
族
の
政
治
作
用
や
影
響
を
削
弱
し
、
世
族
と
の
聞
に
権
力
分
配
問
題
の
矛
盾
を
め
ぐ
る
闘
争
や
衝
突
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
特

徴
が
、
南
朝
政
権
の
性
質
を
決
定
し
て
お
り
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
世
族
政
様
で
あ

っ
て、

寒
人
政
権
で
は
な
い
」
(
一一三一一一
頁
)
と
述
べ
る
。
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た
。
同
時
に
、
権
力
分
配
に
お
い
て
は
、

皇
帝
権
力
を
強
化
し
、
国
家
権
力
を
集
中
し
よ
う
と
し
て
、
世
族
の
園
家
権
力
分
配
に
お
け
る
比
重

寒
門
武
人
出
身
の
皇
帝
で
あ

っ
て
も
寒
門
武
入
居
の
利
益
を
代
表
し
な
い
こ
と
、

寒
門
武
人

(官官
人
)
階
居
が
統

一
的
階
層
意
識
を
持
た
な
い

こ
と
、
な
ど
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ
で
は
貴
族

(世
族
)
の
方
は
統

一
的
階
層
意
識
を
持
っ
て
政
治
に
開
興
し
て
い
た
か

と
い
う
駄
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
南
朝
の
貴
族
が
寒
門
武
人
の
撞
頭
や
皇
帝
の
専
権
に
針
抗
し
て
統

一
的
政
治
行
動
に
出
た
事
例
は
み
ら
れ
ず
、

「世
族
の
利
益
を
擁
護
す
る

一
連
の
制
度
や
法
律
保
項
」
と
い
う
場
合
の
「
世
族
の
利
金
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
明
確
な
論
詰
が
な
さ
れ
な
い

限
り
、

貴
族
政
権
と
い
う
規
定
に
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
方
、
劉
宋
政
権
の
成
立
を
宮
本
門
武
人
に
よ
る
軍
事
権
掌
握
、
貴
族
の
軍
事
権
喪
失
と
と
ら
え
た
川
勝
義
雄
氏
は
、
劉
宋
政
権
を
軍
事
政
権

と
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
中
央
政
府
の
要
職
は
、
依
然
と
し
て
貴
族
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
劉
宋
の
皇
帝
権
力
は
貴
族
と
寒
門
武
人



と
の
微
妙
な
均
衡
の
上
に
成
り
立
ち
、
雨
者
の
聞
を
ゆ
れ
動
い
て
い
た
と
見
る
。
川
勝
氏
に
よ
れ
ば
、

「
宋
・
湾
軍
事
政
権
に
お
い
て
、
有
力

な
軍
国
を
握
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
皇
族
で
あ
っ
た
。
皇
帝
は
他
の
皇
族
よ
り
比
較
的
大
き
い
武
力
を
握
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
の
で
あ

っ
て
、
皇
帝
権
力
の
不
安
定
要
因
を
説
明
し
て
い
る
鈷
で
示
唆
的
で
あ
る
。
ま
た
、
皇
帝
に
よ
る
恩
倖
寒
人
の
信
任
が
額
著
な
現
象
と
な
っ
た

孝
武
帝
以
降
、

「中
央
の
政
界
は
、
う
し
ろ
だ
て
を
も
っ
低
い
身
分
の
恩
倖
と
、
貴
族
た
ち
と
の
闘
争
場
と
化
し
て
ゆ
く
」
と
指
摘
し
、
こ
の

(
叩
)

よ
う
な
恩
倖
の
撞
頭
の
背
景
に
商
業
活
動
の
盛
行
を
見
出
し
た
。
寒
門
・

寒
人
の
撞
頭
と
貴
族
の
軍
事
的

・
経
済
的
浸
落
と
が
鮮
や
か
な
封
照

を
な
し
て
絞
速
さ
れ
、
論
旨
明
快
で
は
あ
る
が
、
貴
族
と
政
権
と
の
閲
係
に
不
明
瞭
な
部
分
を
残
し
て
い
る
。
劉
宋
政
権
が
軍
事
政
権
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
央
政
府
の
要
職
が
貴
族
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
が
明
確
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
貴
族
政
権
説
も
、
軍
事
政
権
説
も
、
劉
宋
政
権
の
性
格
を
十
分
に
説
明
し
得
た
と
は
い
い
が
た
い
。
貴
族
政
権
説
を
採
ら

な
く
な
っ
て
以
後
の
越
智
重
明
氏
が
、
劉
宋
政
権
に
お
け
る
皇
帝
、
貴
族
、
非
貴
族
官
僚
屠
(
恩
倖
寒
人
等
)
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
に
つ
い
て

(
H
)
 

様
々
な
示
唆
的
観
黙
を
提
示
し
つ
つ
も
、
明
確
な
性
格
規
定
を
打
ち
出
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
課
題
の
困
難
さ
を
示
し
て
い
よ

ぅ
。
こ
こ
で
は
、
劉
宋
政
権
の
性
格
に
つ
い
て
、
前
節
で
の
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
『
宋
書
』
の
観
貼
に
閲
す
る
知
見
を
も
ふ
ま
え
て
、
具
躍
的
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な
論
黙
を
提
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

『
宋
書
』
で
は
、
劉
裕
が
縄
譲
革
命
の
正
嘗
性
確
保
の
た
め
、

北
伐
に
遁
進
す
る
必
要
の
あ

っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
劉
裕
は
、
元
来
寒
門

武
人
の
領
袖
の
一
人
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、
東
菅
王
朝
の
も
と
で
政
権
を
運
営
し
て
き
た
北
来
名
族
屠
の
勢
力
も
依
然
と
し
て
無
覗
し
得
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
皇
帝
と
な
る
べ
き
正
富
性
を
北
伐
に
よ
っ
て
示
す
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
賓
で
あ
ろ
う
。
劉
裕
北
伐
の
功
績
に
よ
っ
て
成

立
し
た
宋
王
朝
は
、
東
菅
最
後
の
皇
帝
、
恭
帝
を
霊
陵
王
に
封
じ
た
が
、
永
初
二
年
(
四
二
一
)
に
は
、
こ
れ
を
殺
害
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
、
漢
貌
、
貌
音
躍
譲
の
際
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
王
朝
創
建
以
後
も
劉
裕
の
権
力
が
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
劉
裕
死
後
の
権
力
闘
争
の
激
設
も
、
そ
の
不
安
定
さ
の
誼
左
で
あ
ろ
う
。
「元
嘉
の
治
」
と
稽
さ
れ
る
文
帝
の
治
世
に
お
い
て
さ
え
、
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政
権
が
安
定
し
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
文
帝
治
世
の
初
期
に
は
、
異
姓
の
権
臣
が
存
在
し
て
い
た
し
、
皇
族
が
宰
相
や
地
方
箪
府
の
長
官
な
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ど
の
要
臓
を
郷
占
す
る
値
制
が
で
き
る
と
、
今
度
は
そ
の
皇
族
を
皇
帝
に
擁
立
せ
ん
と
す
る
「
朋
簸
」
が
結
成
さ
れ
て
文
帝
の
地
位
を
脅
か
す

こ
と
に
な

っ
た
。
川
勝
義
雄
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
劉
宋
の
皇
帝
は
、

他
の
皇
族
に
劃
し
て
同
輩
中
の
第

一
人
者
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
文
帝

が
採

っ
た
解
決
策
は
、

北
伐
戦
争
に
勝
利
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
皇
位
の
正
嘗
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
結
果
は
大
敗
で
あ

(
U
)
 

っ
た
。
こ
の
大
敗
に
加
え
て
、
文
帝
殺
害
事
件
後
の
内
戦
の
末
に
政
権
を
獲
得
し
た
孝
武
帝
は
、
従
来
型
の
北
伐
政
策
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

な
王
朝
権
力
の
正
首
性
確
保
の
試
み
と
は
質
的
に
相
違
す
る
、

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
孝
武
帝
は
皇
帝
権
力
強
化
の
た
め
の
諸
施
策
を
賓
行
し
た
が
、
そ
れ
は
武
帝
や
文
帝
の
時
代
に
お
け
る
北
伐
の
よ
う

い
わ
ば
内
向
き
の
営
矯
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
宰
相
、
吏
部
尚
書
、
州
銀
長

官
な
ど
臣
下
の
権
力
を
削
弱
す
る
か
、
も
し
く
は
皇
帝
の
権
威
を
装
飾
す
る
た
め
の
制
度
や
施
設
の
整
備
で
あ

っ
た
。
『
宋
書
』
は
、
こ
の
よ

う
な
孝
武
常
の
政
治
を
郷
断
幕
行
、
者
修
と
し
て
厳
し
く
非
難
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
非
難
の
矛
先
は
、
と
り
わ
け
皇
帝
に
重
用
さ
れ
た
恩
倖

勢
や
恩
倖
寒
人
に
の
み
蹄
す
る
黙
は
、
沈
約
の
政
治
的
主
張
で
あ
っ
て
、

そ
の
ま
ま
受
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
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集
人
に
向
け
ら
れ
る
。
『
宋
書
』
が
孝
武
帝
期
に
政
治
の
特
換
を
見
出
し
て
い
る
黙
は
正
首
で
あ
る
が
、
そ
の
政
治
の
負
の
側
面
を
皇
帝
の
姿

そ
の
よ

う
な
主
張
を
裏
附
け
る
た
め
に
、

皇
帝
の
郷
断
専
行
や
恩
倖
寒
人
の
専
権
が
過
度
に
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
は
、
孝
武
帝
以
後
を
叙
述
す
る
に
際
し
て
、
沈
約
の
見
解
に
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
探
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

の
で
あ
る
。

こ
の
「
思
倖
裳
人
専
権
」
の
問
題
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
孝
武
帝
か
ら
前
廃
帝
に
皇
位
が
縫
承
さ
れ
た
際
の
顧
命

の
大
臣
の
構
成
で
あ
る
。
次
節
で
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
願
命
の
大
臣
に
は
恩
倖
寒
人
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
貼
に
着
目
し
て
、
越
智
重

明
「
宋
の
孝
武
帝
と
そ
の
時
的
一
は、

孝
武
帝
が
「
そ
の
側
近
の
寒
人
に
大
き
い
力
を
振
わ
せ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
•. 

国
政
の
基
本
が
そ
れ

ら
に
よ
っ
て
は
動
か
な
い
こ
と

つ
ま
り
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
自
己
の
手
足
と
し
て
動
か
せ
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
限
界
を
知
っ
て
」
お
り
、

「
や
は
り
士
人
を
重
視
せ
ざ
る
を
え
な
い

こ
と
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
い
た
の
を
察
せ
し
め
る
」

(一

七
六
頁
)
と
指
摘
し
て
お
り
、
示
唆
的
で
は



あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
追
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
孝
武
帝
同
様
、
恩
倖
寒
人
に
依
擦
し
た
と
い
わ
れ
る
明
帝
の
場
合
も
、
後
廃
帝
へ
の
帝
位

縫
承
に
際
し
て
、
衰
祭

(僑
姓
名
族
)
・
緒
淵

(僑
姓
名
族
)
・
劉
励
(
準
皇
族
)
・
察
興
宗

(僑
姓
名
族
)
・
沈
依
之

(呉
姓
寒
門
武
人
)
を
顧
命
の
大

臣
と
し
て
お
り
、
や
は
り
恩
倖
寒
人
は
選
ば
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
賞
は
、
『
宋
書
』
が
強
調
す
る

「恩
倖
寒
人
専
権
」
が
必
ず
し
も
賓
態
で

(
時
)

は
な
か

っ
た
可
能
性
を
十
分
に
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
前
麿
帝
や
後
廃
帝
の
即
位
嘗
初
の
時
期
の
政
治
史
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
次

節
で
は
、
と
く
に

『宋
書
』
の
記
述
が
豊
富
な
前
庭
帝
期
の
政
治
史
を
取
り
上
げ
て
、
劉
宋
政
権
の
構
造
的
特
質
に
迫
る
こ
と
に
し
た
い
。

前
康
帝
期
政
治
史

本
節
で
は
、
前
駿
帝
期
政
治
史
を
、
先
代
孝
武
帝
の
顧
命
の
臣
ら
に
よ
る
輔
政
龍
制
期
と
、
帝
自
ら
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
親

政
期
と
の
二
期
に
分
け
て
考
察
す
る
。

輔

政

龍

制

期
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大
明
八
年
(
四
六
四
)
閏
五
月
、
孝
武
帝
が
死
去
し
、
前
庭
帝

(嘗
時
十
六
歳
)
の
時
代
と
な
る
と
と
も
に
、
孝
武
帝
の
遺
詔
に
基
づ
き
、

皇

族
の
長
老

(孝
武
帝
の
叔
父
)
た
る
劉
義
恭
を
中
心
と
し
た
輔
政
耀
制
が
護
足
す
る
。
そ
の
遺
詔
の
内
容
は
、

『宋
書
』
巻
六
一
武
三
王

・
江
夏

王
義
恭
停
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

義
恭
尚
書
令
を
解
き
、
中
室
田
監
を
加
え
、
柳
元
景
山
間
書
令
を
領
し
、
域
内
に
入
住
せ
よ
。
事
は

E
細
と
無
く
、
悉
く
二
公
に
閲
せ
よ
。
大

事
は
沈
慶
之
と
参
決
し
、
若
し
軍
放
有
れ
ば
、
抽
総
統
と
篤
す
べ
し
。
品
川
書
中
の
事
は
顔
師
伯
に
委
ね
よ
。
外
監
の
統
ぶ
る
所
は
王
玄
諜
に

委
ね
よ
。

こ
の
遺
詔
に
よ

っ
て、

義
恭
は
中
書
監
、
柳
元
景

(寒
門
武
人
)
は
術
書
令
と
し
て
政
務
を
線
捜
し
、
沈
慶
之

(呉
姓
寒
門
武
人
)
は
政
務
の
最
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高
顧
問
的
役
割
を
捨
う
と
と
も
に
有
事
の
際
に
は
軍
事
を
統
轄
す
る
重
任
を
負
い
、
山
間
書
省
の
政
務
つ
ま
り
通
常
の
政
務
は
顔
師
伯

(僑
姓
名
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族
)
が
、
外
監
の
統
轄
す
る
禁
軍
の
指
短
は
王
玄
諜

(裳
門
武
人
)
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
早
く
も
そ
の
四
日
後
に
は
、

孝
武
帝
の
時
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
録
向
書
事
の
制
度
を
復
配
じ
て
、
義
恭
を
そ
の
地
位
に
任
命
し
て
い
る
。
こ
の
録
向
書
事
復
活
は
、
孝
武
帝

政
治
へ
の
訣
別
を
意
味
す
る
重
大
な
日変
更
と
い
う
べ
き
で
あ

っ
た
。

銀
向
書
事
義
恭
を
頂
黙
と
す
る
輔
政
髄
制
の
も
と
で
、
六
月
に
は
、
御
府
諸
署
の
併
省
を
指
示
す
る
詔
が
設
せ
ら
れ
て
い
る
。
御
府
と
は
宮

廷
御
用
の
奪
修
品
の
製
造
を
掌
り
、
孝
武
帝
の
時
に
再
編
さ
れ
て
珪
足
し
た
官
署
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
措
置
も
孝
武
帝
政
治
へ
の
訣
別
を
表

示
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
路
線
は
、
翌
月
に
は

一
層
明
瞭
な
形
を
と
っ
て
宣
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
『
宋
主
百
』
巻
七
前
廃
帝
紀
大
明

八
年
七
月
乙
卯
の
僚
に
、

南
北
二
馳
逼
を
罷
む
。
孝
建
以
来
改
む
る
所
の
制
度
、
還
た
元
嘉
に
依
ら
し
む
。

と
あ
り
、
南
北
二
馳
遁
を
は
じ
め
孝
武
帝
の
創
始
し
た
諸
制
度
を
廃
止
し
て
、
文
帝
の
元
嘉
年
間
に
復
蹄
す
べ
き
こ
と
が
、
明
確
に
宣
言
さ
れ

是
れ
よ
り
先
、
大
明
の
世
、
奪
修
度
無
く
、
造
立
す
る
所
多
く
、
賦
調
煩
巌
、
徴
役
遇
苦
。
是
こ
に
至
り
詔
を
費
し
て
、
悉
く
皆
な
削
除
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た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
宋
室
田
』
巻
五
七
察
興
宗
俸
に
も
、

せ
し
め
、
此
れ
由
り
紫
極
殿

・
南
北
馳
遁
の
層
、
皆
な
段
壊
せ
ら
れ
、
孝
建
よ
り
以
来
大
明
末
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
諸
々
の
制
度
、
存
す

る
者
或
る
無
し
。
興
宗
都
坐
に
於
い
て
慨
然
と
し
て
顔
師
伯
に
謂
い
て
日
く
、
「
先
帝
盛
徳
の
主
に
は
あ
ら
ざ
り
し
と
難
も
、
要
す
る
に

遁
を
以
て
始
終
せ
り
。一
一一年
改
む
る
無
き
は
、
古
典
の
貴
ぶ
所
。
今
ま
績
宮
始
め
て
徹
し
、
山
陵
未
だ
遠
か
ら
ざ
る
に
、
凡
そ
諸
々
の
制

度
興
造
、
是
非
を
論
ぜ
ず
、

一
に
皆
な
刊
削
せ
ら
る
。
復
た
鵡
代
と
難
も
、
亦
た
爾
る
に
は
至
ら
ず
。
天
下
の
有
識
、
首
に
此
れ
を
以
て

人
を
窺
う
べ
し
。
」
と
。
師
伯
用
い
る
こ
と
能
わ
ざ
り
き
。

と
あ
り
、
孝
武
帝
の
政
治
路
線
|
|
と
く
に
皇
帝
の
威
信
高
揚
の
た
め
の
建
設
事
業
が
徹
底
的
に
否
定
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
、
こ
の
察
興
宗
停
の
記
事
に
は
、
顔
師
伯
に
釘
し
て
察
興
宗
が
孝
武
帝
政
治
否
定
の
行
き
過
ぎ
を
諌
め
た
の
に
封
し
、
そ
の
諌
言
を
用
い
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
あ
り
、
通
常
の
政
務
の
一
切
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
顔
師
伯
が
、
こ
の
前
廃
帝
期
初
期
の
政
策
の
積
極
的
推
進



者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
は
、
長
の
政
策
推
進
者
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
{
木
室
田
』
巻
九
四

思
倖

・
戴
法
興
俸
に
は

世
組
山
朋
じ
、
前
庭
帝
即
位
す
る
や
、
法
興
越
騎
校
尉
に
遷
る
。
時
に
太
宰
江
夏
王
義
恭
銭
尚
書
事
た
り
て
、
任
総
己
に
同
じ
き
も
、
法

輿
・
(
巣
)
尚
之
穫
を
執
る
こ
と
日
久
し
く
、
威
内
外
に
行
わ
れ
、
義
恭
積
み
て
相
い
畏
服
し
、
是
こ
に
至
り
憐
偉
す
る
こ
と
尤
も
甚
だ

し
。
廃
帝
未
だ
高
機
に
親
し
ま
ず
、
凡
そ
詔
勅
施
潟
、
悉
く
法
興
の
手
に
決
し
、
尚
書
中
の
事
大
小
と
無
く
、
之
を
専
断
し
、
顔
師
伯

・

義
恭
空
名
を
守
る
の
み
。

と
あ
り
、

ま
た
前
掲
察
興
宗
俸
の
績
き
に
も
、

時
に
義
恭
銀
山
間
書
事
た
り
て
、
遣
を
受
け
て
輔
政
し
、
幼
主
に
阿
衡
た
る
も
、
身
を
引
き
事
を
避
け
、
政
近
習
に
蹄
す
。
越
騎
校
尉
戴
法

興

・
中
書
舎
人
柴
山
間
之
朝
穫
を
専
制
し
、
威
近
遠
に
行
わ
る
。
興
宗
職
九
流
を
管
し
、
詮
衡
の
寄
す
る
所
な
れ
ば
、
上
朝
に
至
る
毎
に
、
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統
ち
令
銀
以
下
と
、
登
賢
進
士
せ
ん
と
欲
す
る
の
意
を
陳
べ
、
又
た
得
失
を
歳
規
し
、
朝
政
を
博
論
す
。
義
恭
素
よ
り
性
慌
携
、
法
興
に

阿
り
順
い
、
常
に
旨
を
失
す
る
を
慮
れ
ば
、
興
宗
の
言
を
聞
き
、
統
ち
戟
慢
し
て
計
無
し
。

と
あ
っ
て
、
戴
法
興

・
美
術
之
ら
先
代
孝
武
帝
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
た
思
倖
寒
人
に
よ
る
専
権
を
指
摘
し
、
宰
相
の
任
に
あ
っ
た
劉
義
恭
・

顔
師
伯
ら
は
名
目
的
存
在
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
遮
べ
る
。

こ
の
よ
う
な
『
宋
書
』
の
記
述
に
封
し
て
異
論
を
提
出
し
た
の
が
、
目
思
勉
『
雨
菅
南
北
朝
史
』
で
あ
り
、
前
掲
戴
法
興
俸
の
績
き
の
次
の

よ
う
な
記
事
に
着
目
す
る
。

(帝
の
)
愛
幸
す
る
所
の
閑
人
華
願
児
盛
寵
有
り
、
金
自
巾
を
賜
輿
す
る
こ
と
算
無
け
れ
ば
、
法
興
常
に
裁
減
を
加
え
、
願
見
甚
だ
之
を
恨

む
。
帝
常
に
願
児
を
し
て
市
里
に
出
入
し
、
風
諮
を
察
聴
せ
し
め
た
る
に
、
遁
路
の
言
、
法
興
を
謂
い
て
虞
天
子
と
矯
し
、
帝
を
贋
天
子

と
矯
す
。
願
見
此
れ
に
因
り
て
帝
に
告
げ
て
日
く
、

「外
開
云
え
ら
く
宮
中
に
雨
天
子
有
り
、
官
こ
れ
一
人
、
戴
法
興
こ
れ
一
人
、
と
。
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官
深
宮
中
に
在
り
て
、
人
物
相
接
せ
ず
、
法
興
太
宰
・
顔

・
柳
と
一
種
、
吸
習
往
来
し
、
門
客
恒
に
数
百
有
り
、
内
外
士
庶
、
之
に
畏
服
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せ
ざ
る
は
な
し
。
法
興
こ
れ
孝
武
の
左
右
、
復
た
久
し
く
宮
聞
に
在
り
、
今
他
人
を
勝

っ
て
一
家
と
作
さ
ば
、
深
く
此
の
坐
席
復
た
官
の

許
に
非
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
」
と
。

呂
田
心
勉
氏
は
、
右
の
記
事
、
{
臣
官
華
願
児
の
接
言
に
、
戴
法
興
と
劉
義
恭

・
顔
師
伯

・
柳
元
景
ら
が
ご
健
」
の
関
係
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る

こ
と
と
、
後
に
戴
法
興
が
死
を
賜
る
と
す
ぐ
に
帝
に
よ
る
義
恭
ら
の
殺
害
も
賓
行
に
移
さ
れ
た
こ
と
を
根
嫁
に
、
義
恭
ら
と
戴
法
興
ら
と
が
密

接
な
開
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
後
述
の
察
興
宗
傍
一記
事
か
ら
も
、
義
恭
ら
と
裁
法
興
ら
と
が
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
自

鵠
は
、
動
か
な
い
。
た
だ
、
右
の
記
事
前
半
で
は
前
陵
高
m
の
寵
愛
す
る
宣
官
で
あ
る
華
願
児
も
戴
法
興
の
専
権
を
強
調
し
て
お
り
、
ま
た
、
義

恭
ら
に
先
立
っ
て
戴
法
興
が
死
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
等
が
「
一
種
」
の
閥
係
に
あ
る
こ
と
は
事
賓
と
認
め
た
上
で
、
戴
法
興
が
主
導

権
を
握

っ
て

い
た
と
讃
む
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
り
、
「

一
世
」
と
い
う
こ
と
の
具
健
的
内
容
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
手
が
か
り
を

輿
え
て
く
れ
る
の
が
、
前
掲
察
興
宗
停
の
記
述
に
績
く
左
の
記
事
で
あ
る
。

時
に
辞
安
都
、
散
騎
常
侍
・
征
虜
将
軍
・
太
子
左
率
た
り
て
、
段
恒
、
中
庶
子
た
り
。
興
宗
先
ず
安
都
を
選
、
び
て
左
衛
将
軍
と
矯
し
、
常

- 46一

侍
た
る
こ
と
故
の
如
く
し
、
段
恒
も
て
黄
門
と
篤
し
、
校
を
領
せ
し
む
。
太
宰
、
安
都
の
多
た
る
を
嫌
い
、
単
に
左
衛
と
矯
さ
ん
と
欲
す
。

興
宗
日
く
、
「
率
と
衡
と
相
去
る
こ
と
、
唯
阿
の
問
。

E
つ
己
に
征
虜
を
失
い
た
れ
ば
、
乃
ち
超
越
に
は
非
ざ
る
に
、
復
た
常
侍
を
奪
わ

ば
、
頓
に
降
庇
た
ら
ん
。
若
し
安
都
を
晩
達
の
微
人
な
り
と
謂
わ
ば
、
本
よ
り
宜
し
く
裁
抑
す
べ
く
、
名
器
を
し
て
軽
か
ら
ざ
ら
し
む
れ

ば
、
宜
し
く
貫
序
有
る
べ
し
。
謹
ん
で
選
躍
に
依
る
に
し
て
、
{
女
都
に
私
す
る
に
は
非
ず
。
」
と
。
義
恭
日
く
、
「
若
し
宮
官
宜
し
く
超
授

を
加
う
べ
き
な
れ
ば
、
段
恒
便
ち
躍
に
侍
中
た
る
べ
き
に
、
那
ぞ
黄
門
と
矯
す
の
み
な
る
を
得
ん
や
。
」
と
。
興
宗
ま
た
日
く
、
「
中
庶
・

侍
中
、
相
去
る
こ
と
賓
に
遠
し
。
且
つ
安
都
率
と
作
る
こ
と
十
年
、
段
恒
中
庶
た
る
こ
と
百
日
、
今
又
た
校
を
領
す
れ
ば
、
少
と
は
第
さ

ざ
る
な
り
。
」
と
。
選
令
史
顔
樟
之
・
蕗
慶
先
等
を
し
て
往
復
論
執
せ
し
め
、
義
恭
然
る
後
に
案
に
署
す
。
既
に
し
て
中
旨
も
て
安
都
を

以
て
右
衛
と
篤
し
、
給
事
中
を
加
え
、
是
れ
由
り
大
い
に
義
恭
及
び
法
興
等
に
件
え
り
。

と
あ
っ
て
、
散
騎
常
侍

・
征
虜
将
軍
・
太
子
左
衛
率
で
あ
っ
た
醇
安
都
(
寒
門
武
人
)
の
昇
格
人
事
を
め
ぐ
っ
て
吏
部
尚
書
察
興
宗
と
録
尚
書



事
劉
義
恭
が
激
し
く
釘
立
し
た
こ
と
を
惇
え
て
い

γ

物
右
の
記
事
の
前
に
置
か
れ
る
記
述
(
先
引
)
で
は
、
察
興
宗
と
戴
法
興
と
の
釣
立
が
主

で
あ
り
、
劉
義
恭
ら
は
戴
法
興
に
反
釘
で
き
な
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
描
か
れ
、
右
の
記
事
の
末
尾
に
も

「大
い
に
義
恭
及
び
法
興
等
に

件
え
り
」
と
あ
っ
て
、
義
恭
ら
は
単
に
戴
法
興
の
音
山
向
に
従
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
の
が
『
宋
書
』
の
絞
連
の
示
唆
す
る
所
で
は
あ

ろ
う
。
が
、
第
一
に
、
右
の
記
事
の
劉
義
恭
は
主
韓
的
か
つ
積
極
的
に
察
興
宗
と
論
争
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
そ
の
論

争
が

「宮
官
」
す
な
わ
ち
前
廃
帝
の
皇
太
子
時
代
に
お
け
る
東
宮
官
の
庭
遇
を
め
ぐ
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
義
恭
ら
先
帝
の
奮
臣
勢

力
と
察
興
宗
ら
新
進
勢
力
と
の
封
立
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
よ
う
。
察
興
宗
が
前
廃
帝
汲
に
積
極
的
に
く
み
し
た
と
み
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う

が
、
新
任
の
吏
部
尚
書
と
し
て
察
興
宗
が
手
を
つ
け
た
人
事
が
東
宮
宮
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
義
恭
ら
蓄
臣
勢
力
を
こ
と
さ
ら

に
刺
激
し
て
、
彼
ら
の
過
剰
反
感
を
招
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
第
二
の
貼
か
ら
も
、
義
恭
は
草
に
戴
法
興
の
意
向
に
従
つ

(
幻
)

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
主
韓
的
に
こ
の
人
事
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
賓
、
察
興
宗
惇
に
は
、
さ
ら
に
そ
の
後
、

「
大
い
に
怒
り
」
、
最
も
強
硬
で
あ
る
。
こ
の
察
興
宗
蒋
出
問
題
は
、
察
興
宗
の
新
昌
太
守

(交
州
所
属
)
左
遷
に
ま
で
設
展
し
か
け
た
。
察風ハ
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察
興
宗
を
地
方
に
蒋
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
義
恭
ら
に
、
察
興
宗
が
執
劫
に
抵
抗
し
た
こ
と
を
記
遮
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
義
恭
の
態
度
は

宗
俸
は
、
そ
の
際
の
吠
況
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

朝
廷
瑳
骸
せ
ざ
る
莫
し
。
是
れ
よ
り
先
、
興
宗
何
后
寺
の
尼
智
妃
を
納
れ
て
妾
と
矯
さ
ん
と
す
。
姿
貌
甚
だ
美
な
れ
ば
、
京
師
に
名
有
り
。

迎
車
巳
に
去
け
る
に
、
師
伯
密
か
に
人
を
遣
わ
し
て
之
れ
を
誘
せ
し
め
、
潜
か
に
往
き
て
載
取
し
、
興
宗
の
迎
人
質
ら
ず
。
興
宗
徒
さ
れ

ん
と
す
る
に
及
び
、
論
者
並
び
に
師
伯
に
由
る
と
云
い
、
師
伯
甚
だ
之
れ
を
病
む
。
法
興
等
既
に
大
臣
を
徒
す
を
以
て
名
と
矯
す
を
欲
せ

ず
、
師
伯
又
た
物
議
を
止
息
せ
ん
と
欲
し
、
此
れ
白
り
行
く
を
停
む
。

と
あ
り
、
戴
法
輿
ら
の
専
権
と
い
う
よ
り
は
、
顔
師
伯
と
戴
法
興
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
瞳
性
を
も
っ
て

「
一
樟
」
の
関
係
を
結
ん
で
い
た
と
い

う
の
が
賓
情
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
よ
う
。
も
と
よ
り
、
そ
の

「
一
韓
」
の
中
で
、
戴
法
興
が
あ
る
程
度
の
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
可
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能
性
ま
で
は
否
定
で
き
な
い
が
、
第

一
節
で
み
た
よ
う
に
、
沈
約
「
宋
書
』
は
、
恩
倖
寒
人
の
専
権
を
鏡
く
批
判
す
る
観
貼
か
ら
叙
述
さ
れ
て
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い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
観
貼
か
ら
戴
法
興
の
役
割
が
過
度
に
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
疑
問
の
め
跡
地
が
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
輸
政
髄
制
の
下
で
戴
法
興
ら
が
あ
る
程
度
突
出
し
た
影
響
力
を
行
使
し
て
い
た
可
能
性
ま
で
は
否
定
し
き
れ
な

い
に
し
て

も
、
義
恭
ら
輸
政
の
大
臣
が
戴
法
興
ら
恩
倖
笑
戸
人
と

一
健
と
な
っ
て
、
前
廃
車
巾
期
前
半
の
政
治
を
推
進
し
て

い
た
こ
と
自
健
は
動
か
な

い
の
で

あ
る
。
た
だ
、
そ
の
輔
政
集
園
が
全
く
の

一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
事
賓
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
『南

史
』
巻
十
六
王
玄
諜
俸
に
は

時
に
朝
政
多
門
、
玄
諜
巌
直
な
る
を
以
て
容
れ
ら
れ
ず
、
車
円

・
奨
二
州
刺
史
に
徒
さ
れ
、
都
督
を
加
え
ら
る
。

と
あ
り
、
王
玄
諜
が
こ
の
輔
政
健
制
の
構
成
員
か
ら
脱
落
し
た
こ
と
を
局
貯
え
て

い
る
。
『
宋
書
』
前
庭
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
大
明
八
年
八
月
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
王
玄
漢
が
排
除
さ
れ
る

一
方
で
、
同
年
十
二
月
に
は
、

尚
書
右
僕
射
顔
師
伯
が
向
蓄
僕
射
に
昇
格
し
、
首
都
の
行
政

を
陥
館
、
つ
丹
陽
手
を
も
領
職
し
て
、
そ
の
権
勢
を
一
層
強
化
し
た
。

見
て
き
た
よ
う
に
、
前
廃
帝
即
位
首
初
の
大
明
八
年
の
段
階
で
は
、
義
恭
・
柳
元
景

・
顔
師
伯
||
戴
法
興
ら
、
孝
武
帝
時
代
に
政
権
の
中

48一

植
を
形
成
し
た
勢
力
に
よ
っ
て
、
孝
武
帝
色
を
薄
め
る
方
向
で
政
治
刷
新
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。
孝
武
帝
政
治
の
捨
い
手
で
あ
っ
た
彼
ら
が
、

そ
の
政
治
路
線
を
固
守
す
る
こ
と
な
く
、
か
え
っ
て
刷
新
の
方
向
へ
と
動
い
た
の
は
、
官
僚
暦
の
輿
論
が
政
治
刷
新
を
強
く
求
め
て
い
た
こ
と

(
勾
)

に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
が
、
こ
の
政
治
刷
新
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
権
の
基
盤
は
依
然
と
し
て
不
安
定
で
あ

っ
た
。
『
宋
書
』

巻
七
前

廃
帝
紀
大
明
八
年
の
僚
の
末
に
は

去
歳
及
び
是
の
歳
、
東
諸
郡
大
い
に
日
干
し
、
甚
だ
し
き
者
は
米
一
升
数
百
、
京
邑
も
亦
た
百
絵
に
至
り
、
餓
死
す
る
者
十
に
六
七
有
り
。

孝
建
以
来
、
又
た
銭
署
を
立
て
て
鋳
銭
し
た
る
に
、
百
姓
此
れ
に
因
り
て
盗
銭
し
、
銭
う
た
た
侭
小
、
商
貨
行
わ
れ
ず
。

と
あ
り
朝
廷
の
経
済
基
盤
た
る
三
呉
地
方
の
皐
害
に
よ
る
大
飢
謹
と
、
鋳
銭
政
策
の
失
敗
に
よ
る
流
通
の
混
乱
を
特
筆
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
義
恭
ら
に
よ
る
政
権
運
営
が
、
政
治
の
安
定
を
確
保
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
朕
況
の
も
と
で
、
前
庭
帝
と
輔
政
の
大
臣
ら

と
の
聞
に
釘
立
が
費
生
す
る
。
そ
の
釘
立
が
最
初
に
表
面
化
し
た
の
が
、
永
光
元
年

(四
六
五
)
八
月
の
戴
法
興
失
脚

(賜
死
)
で
あ
っ
た
。
先



引
の
戴
法
興
俸
に
は
、
戴
法
興
ら
と
前
廃
帝
の
寵
愛
す
る
{
臣
官
華
願
児
と
の
釘
立
が
原
因
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
俸
の
後

文
に
戴
法
興
死
後
に
帝
が
集
尚
之
に
輿
え
た
勅
を
載
せ
、

吾
れ
洪
基
を
纂
承
し
て
よ
り
、
寓
固
に
君
臨
し
、
動
奮
に
推
心
す
る
こ
と
、
還
週
に
著
れ
た
り
。
お
も
わ
ざ
り
き
、
戴
法
興
遇
を
博
み
恩

を
負
み
、
専
ら
威
一
帽
を
作
し
、
憲
を
冒
し
貨
を
時
期
し
、
競
令
自
由
、
獲
を
積
み
一
悠
を
累
ね
、
還
に
此
こ
に
至
ら
ん
と
は
。
卿
ら
忠
勤
し
て

事
に
在
る
こ
と
、
吾
れ
乃
ち
具
悉
せ
る
も
、
但
だ
這
路
の
言
、
異
同
紛
糾
し
、
唯
だ
人
情
骸
博
す
る
の
み
に
非
ず
、
亦
た
玄
象
度
に
遣
い
、

委
付
の
旨
、
良
に
本
懐
を
失
せ
り
。
吾
れ
今
ま
自
ら
首
問
機
を
親
寛
し
、
庶
事
に
留
心
せ
ん
と
す
。
卿
ら
宜
し
く
誠
を
掲
く
し
力
を
蓋
く
し
、

以
て
期
す
る
所
に
副
う
べ
し
。

と
あ
り
、
こ
こ
に
は
、
前
蕨
帝
自
身
の
親
政
へ
の
欲
求
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
事
賓
、
前
慶
帝
に
よ
る
攻
撃
の
矛
先
は
、
ま
も
な
く
輔
政
の
大

臣
に
向
け
ら
れ
て
ゆ
く
。
『
宋
愛
国
』
巻
七
七
顔
師
伯
俸
に
は
、

廃
帝
朝
政
に
親
し
ま
ん
と
欲
し
、
詔
を
接
し
て
師
伯
を
穂
じ
て
左
僕
射
と
矯
し
、
散
騎
常
侍
を
加
え
、
吏
部
向
量
一
百
王
景
文
を
以
て
右
僕
射

と
第
す
。
其
の
京
予
を
奪
い
、
又
た
蓋
任
を
分
か
ち
、
師
伯
こ
こ
に
至
り
始
め
て
憧
る
。

と
あ
る
。
顔
師
伯
は
尚
書
僕
射
と
し
て
行
政
の
中
植
た
る
術
書
省
に
か
か
わ
る
政
務

一
切
を
委
ね
ら
れ
、
加
え
て
首
都
の
行
政
長
官
た
る
丹
陽

矛
を
も
領
職
し
て
き
た
が
、
左
僕
射
昇
格
に
よ
っ
て
、
山
間
書
省
の
政
務
に
つ
い
て
は
新
任
の
右
僕
射
王
景
文
と
分
櫓
と
な
り
、
そ
の
う
え
丹
陽

ヰ
ア
も
解
任
さ
れ
て
大
き
く
賓
権
を
削
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
宋
書
』
前
廃
帝
紀
永
光
元
年
八
月
の
僚
に
よ
れ
ば
、
戴
法
興
賜
死
が
辛
酉

(
一
日
)
、
顔
師
伯
の
左
僕
射
昇
格
が
庚
午

(十
日
)
で
あ
り
、
そ
し
て
発
酉
(
十
三
日
)
に
は
、
前
庭
帝
自
身
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が
敢
行
さ

れ
た
。
前
廃
帝
紀
に
は
、

帝
自
ら
宿
衛
兵
を
率
い
、
太
宰
江
夏
王
義
恭

・
尚
書
令
嬢
騎
大
将
軍
柳
元
景

・
尚
書
左
僕
射
顔
師
伯

・
廷
尉
劉
徳
願
を
訴
し
、
改
元
し
て

景
和
と
篤
す
。
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と
あ
り
、
帝
自
ら
宿
衛
兵
を
率
い
、
義
恭
・
柳
元
景
・
顔
師
伯
ら
輔
政
の
大
臣
を
殺
害
し
た
。
廷
尉
劉
徳
願
は
、
柳
元
景
と
親
し
か
っ
た
た
め

49ー
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(
幻
〕

に
殺
害
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
つ
い
て
、
『
宋
主
回
』
巻
七
七
柳
元
景
俸
に
は
、

前
庭
帝
少
く
し
て
凶
徳
有
れ
ば
、
内
に
平
な
る
こ
と
能
わ
ず
、
戴
法
興
を
殺
せ
し
後
、
惇
情
う
た
た
露
わ
れ
、
義
恭
・
元
景
等
憂
催
す
れ

ど
も
計
無
く
、
乃
ち
師
伯
等
と
帝
を
廃
し
て
義
恭
を
立
て
ん
こ
と
を
謀
り
、

日
夜
緊
ま
り
謀
れ
ど
も
、
持
疑
し
て
速
決
す
る
こ
と
能
わ
ず
。

永
光
〔
元
〕
年
夏
、
元
景
使
持
節

・
督
南
珠
之
宣
城
諸
軍
事

・
即
本
競
開
府
儀
同
三
司
・
南
珠
州
刺
史
に
遷
り
、
侍
中

・
令
は
故
の
如
し
。

未
だ
奔
せ
ざ
る
に
、
設
費
し
、
帝
親
し
く
宿
衛
兵
を
率
い
て
自
ら
出
て
こ
れ
を
討
つ
。

と
あ
り
、
輔
政
の
大
臣
側
に
も
義
恭
擁
立
の
計
董
の
あ
っ
た
こ
と
を
惇
え
る
約
ド

も
と
よ
り
巽
備
の
ほ
ど
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

2 

唱
品

h
uh

血
豆

H
Hd

干広
口
A
H
止
巾
宜
ハ

こ
の
政
愛
の
後
、
帝
の
弟
で
あ
る
劉
子
向

(孝
武
帝
の
第
二
子
)
が
尚
書
令
を
領
職
し
た
ほ
か
、
引
退
の
身
で
あ

っ
た
沈
慶
之
が
太
尉
に
、
青

駿
帝
狂
惇
無
遁
、
衆
並
び
に
慶
之
に
駿
立
を
勘
め
、
柳
元
景
等
謀
を
連
ぬ
る
に
及
び
、
以
て
慶
之
に
告
ぐ
。
慶
之
、
江
夏
王
義
恭
と
素
よ

- 50 

葉
二
州
刺
史
に
特
出
し
て
い
た
王
玄
諜
が
領
軍
将
軍
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
「
宋
書
』
巻
七
七
沈
慶
之
俸
に
は
、

り
厚
か
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
事
を
援
し
、
帝
、
義
恭

・
元
景
等
を
訴
し
、
慶
之
を
以
て
侍
中
・
太
尉
と
潟
す
。

と
あ
り
、
義
恭
ら
の
計
壷
を
密
告
し
た
と
い
う
貼
の
異
備
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
も
、
元
老
で
あ
り
、
し
か
も
義
恭
ら
と
距
離
を
置
い
た
人
物

と
し
て
登
用
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
よ
う
。
こ
の
義
恭
ら
と
一
線
を
劃
す
る
と
い
う
貼
は
、
王
玄
諜
の
場
合
に
は

一
層
明
確
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
元
老
の
う
ち
、
沈
慶
之

・
王
玄
誤
が
登
用
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
政
饗
後
に
撞
頭
し
て
き
た
の
は
、
蒙
顛
(
僑
姓
名
族
)
と
徐
愛

(恩
倖
常
事

人
)
の
二
人
で
あ

っ
た
。
『
宋
書
」
巻
八
四
衷
顎
俸
に
、

大
明
末
、
新
安
王
子
鷲
、
母
の
嬰
せ
ら
る
る
を
以
て
盛
寵
有
り
、
太
子
東
宮
に
在
り
て
過
失
多
く
、
上
ひ
そ
か
に
太
子
を
廃
し
、
子
驚
を

立
て
ん
と
す
る
の
意
有
り
、
従
容
と
し
て
頗
る
之
を
言
、
っ
。
類
、
太
子
の
撃
を
好
み
、

日
新
の
美
有
る
を
盛
稽
す
。
世
租
又
た
沈
慶
之
才

用
多
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
言
論
頗
る
相
い
岩
一
致
す
。
鎖
又
た
慶
之
の
忠
勤
に
し
て
幹
略
有
り
、
重
任
に
首
た
る
に
堪
う
る
を
陳
ぶ
。
是
れ



由
り
前
庭
帝
深
く
鋲
に
感
じ
、
慶
之
も
ま
た
其
の
徳
に
懐
く
。
景
和
元
年
、
群
公
を
諒
し
、
額
を
引
進
し
、
任
ず
る
に
朝
政
を
以
て
せ
ん

と
欲
し
、
蓮
し
て
吏
部
品
同
書
と
鴛
す
。

と
、
前
慶
帝
|
|
衰
顛
|
|
沈
慶
之
の
結
び
つ
き
を
述
べ
、
政
嬰
後
、
蒙
顎
が
吏
部
向
書
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
停
え
る
。
こ
の
記
事
に
績
け

て
、
衰
顛
と
徐
愛
に
封
爵
を
授
興
す
る
詔
を
載
せ
、

宗
一
耽
故
多
く
、
舞
家
司
に
因
り
、
景
命
未
だ
論
ち
ず
、

一紳
酢
再
び
父
き
は
、
忠
謀
密
契
に
非
ざ
る
自
り
は
、
量
に
こ
れ
魁
珍
せ
ん
や
。
侍

中
祭
酒
・
領
前
軍
将
軍
・
新
除
吏
部
向
書
類
、
務
撃
将
軍
・

領
著
作
郎
・
粂
倫
書
左
丞
徐
愛
、
誠
心
内
款
し
、
嘉
策
に
参
聞
し
、
匡
賛
の

致
、
{
貫
に
朕
が
懐
い
に
監
み
た
り
。
宜
し
く
茅
枇
を
瓢
し
、
以
て
義
概
を
奨
む
べ
し
。
類
は
新
詮
懸
子
に
封
ず
ベ
し
。
愛
は
呉
卒
蘇
子
に

封
ず
べ
し
。
食
ロ巴
各
々
五
百
戸
と
せ
よ
。

と
あ
る
。
『宋
書
』
巻
九
四
恩
倖
・
徐
愛
停
に
は
、

前
庭
帝
凶
暴
無
遁
、
殿
省
の
奮
人
、
多
く
罪
瓢
せ
ら
る
る
も
、
唯
だ
愛
の
み
将
迎
に
巧
み
な
れ
ば
、
始
終
迩
う
こ
と
無
し
。
群
公
を
諒
せ

る
後
、
愛
を
以
て
黄
門
侍
郎
・
領
射
撃
校
尉
と
矯
し
、
著
作
は
故
の
如
し
。
呉
卒
懸
子
に
封
ぜ
ら
れ
、
食
邑
五
百
戸
。
寵
遇
隆
密
、
群
臣
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こ
な
し
。
帝
出
行
す
る
毎
に
、
常
に
沈
慶
之
・
山
陰
公
主
と
輩
を
同
じ
う
し
、
愛
も
亦
た
鷲
れ
に
預
る
。

と
あ
る
。
た
だ
し
、

衰
顕
と
徐
愛
の
二
人
の
う
ち
、
裳
顛
に

つ
い
て
は
、
本
停
に
、

俄
に
し
て
意
趣
議
異
し
、
寵
待
頓
に
衰
え
た
り
。
始
め
類
を
し
て
沈
慶
之
・
徐
愛
と
選
事
に
参
知
せ
し
め
た
る
も
、
尋
い
で
復
た
反
っ
て

以
て
罪
と
矯
し
、
有
司
を
し
て
糾
奏
せ
し
め
、
坐
し
て
白
衣
領
職
す
。
湖
熟
に
幸
す
る
に
従
う
も
、
往
反
数
日
、
喚
召
せ
ら
れ
ず
。

(
お
)

と
あ
り
、
ま
も
な
く
帝
の
信
頼
を
失
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

衰
顎
と
徐
愛
以
外
で
は
、
先
に
鰯
れ
た
酵
安
都
も
重
要
で
あ
る
。
醇
安
都
は
、
永
光
元
年
に
な

っ
て
か
ら
、
前
将
軍
・
売
州
刺
史
と
な

っ
て

い
た
が
、
政
饗
後
の
九
月
に
、
卒
北
将
軍
・
徐
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
卒
北
将
軍
・
徐
州
刺
史
で
あ
っ
た
帝
の
叔
父
劉
剰
を
帝
自
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ら
が
兵
を
率
い
て
征
討
す
る
に
際
し
て
の
人
事
で
あ
り
、
帝
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
人
物
と
し
て
の
起
用
で
あ
ろ
う
。
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政
壁
後
の
前
庭
帝
親
政
髄
制
の
性
格
を
端
的
に
表
わ
す
出
来
事
は
、

八
月
己
丑

(二
九
日
)
に
お
け
る
南
北
二
馳
遁
の
復
活
で
あ

っ
た
。
こ

の
こ
と
は
孝
武
帝
の
政
治
路
線

へ
の
四
時
、
す
な
わ
ち
皇
帝
の
威
信
を
高
め
る
た
め
の
諸
施
策
の
賓
行
を
意
味
し
た
。
南
北
二
馳
遁
の
復
活
に

先
行
し
て
、
石
頭
城
を
長
柴
宮
に
、
東
府
城
を
未
央
宮
に
、
北
邸
を
建
立早
宮
に
、
南
第
を
長
楊
宮
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
稿
し
た
の
も
、

そ
の
一
環

と
解
脚
押
さ
れ
よ
う
。
九
月
の
湖
熟
や
爪
歩
へ
の
行
幸
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
孝
武
帝
の
政
治
路
線
へ
の
回
婦
が
官
僚
の
開
で
虞
範
な
支
持
を
獲
得
し
が
た
い
こ
と
は
、
先
に
義
恭
ら
に
よ

っ
て
孝
武
帝
型
政

治
の
否
定
が
進
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
か
ら
推
し
て
明
白
で
あ
る
。
事
賓
、
政
印刷
長
後
の
瞳
制
は
全
く
安
定
を
訣
き
、
十
一
月
に
は
沈
慶
之
に

さ
え
も
死
を
賜
る
ほ
ど
に
、
恐
怖
政
治
の
様
相
を
強
め
て
ゆ
く
。
叔
父
で
あ
る
劉
議
(
後
の
明
帝
)
ら
諸
王
も
宮
中
に
拘
禁
さ
れ
る
。
こ
こ
に

至
っ
て
、
劉
惑
の
側
近
と
前
廃
帝
の
恩
倖
寒
人
と
の
聞
で
、

ク
ー
デ
タ
ー
が
計
量
さ
れ
る
。
『
宋
書
』
前
庭
帝
紀
に
、

太
宗

(劉
咳
)
と
左
右
院
佃
夫
・

王
遁
隆

・
李
遁
児
と
密
に
帝
の
左
右
害
時
寂
之
-
t
一女
差
之
等
十

一
人
と
結
び
、
共
に
帝
を
駿
さ
ん
こ
と
を

と
あ
り
、
詳
細
は

『宋
書
』
巻
九
四
恩
倖

・
庇
佃
夫
俸
に
記
録
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

ク
ー
デ
タ
ー
は
、
ま
ず
劉
識
の
左
右
抗
佃
夫

・
王
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謀
る
。

遁
隆

・
李
遁
児
と
前
駿
帝
の
左
右
淳
子
文
租
の
聞
で
計
董
さ
れ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
直
閤
将
軍
柳
光
世

(柳
元
景
の
従
租
弟
)
と
前
庭
帝
の
左

右
側
秒
法
盛

・
周
登
之
と
の
聞
で
も
密
謀
が
あ
っ
た
が
、
成
功
後
に
誰
を
帝
と
し
て
奉
じ
る
か
は
未
定
で
あ
っ
た
。
周
登
之
は
劉
惑
と
知
り
合
い

で
あ
り
、
周
登
之
を
介
し
て
爾
グ
ル
ー
プ
が
結
び
つ
い
た
。
前
廃
帝
は
、
十
一
月
に
皇
后
を
立
て
た
際
、
諸
王
の
{
臣
官
を
臨
時
に
招
集
し
た
。

劉
惑
の
{
臣
官
銭
藍
生
も
そ
の
中
に
あ
り
、
立
后
の
事
が
終
了
し
た
後
も
帝
の
左
右
に
留
め
置
か
れ
た
た
め
、
銭
藍
生
が
帝
の
動
静
を
探
っ
て
、

淳
子
文
組
経
由
で
抗
佃
夫
に
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
十

一
月
二
十
九
日
、
帝
は
華
林
園
に
出
幸
し
、
叔
父
劉
休
仁

・
劉
休
祐
と
山
陰
公
主
が

随
行
し
た
。
院
佃
夫
は
外
監
典
事
朱
幼

・
主
衣
害時
寂
之

・
細
鎧
主
萎
産
之
に
、
萎
蓬
之
は
部
下
の
細
鎧
将
王
敬
則
に
、
朱
幼
は
中
書
舎
人
裁
明

費
に
そ
れ
ぞ
れ
連
絡
す
る
と
、

み
な
謄
じ
た
。
銭
藍
生
は
劉
休
仁
ら
に
ひ
そ
か
に
計
量
を
知
ら
せ
た
。
そ
の
時
、
帝
は
弟
劉
子
勤
の
征
討
を
計

重
し
て
い
て
、
帝
の
腹
心
で
あ
る
直
閤
将
軍
宗
越
ら
は
軍
装
を
整
え
る
た
め
外
出
中
で
あ
っ
た
。
隊
主
焚
借
整
が
華
林
閣
の
防
衛
に
嘗
た
っ
て



い
た
が
、
こ
の
者
は
柳
光
世
の
郷
人
で
あ

っ
た
の
で
、
柳
光
世
が
さ
そ
う
と
、
た
だ
ち
に
呼
降
服
し
た
。
菱
産
之
は
、
さ
ら
に
隊
副
議
慶
と
そ
の

部
下
の
壮
士
富
霊
符
・
食
遁
龍
・
宋
達
之
・
田
嗣
に
撃
を
か
け
、
全
員
が
藷
慶
の
宿
直
す
る
建
物
に
集
合
し
た
。
計
董
は
そ
の
夜
賓
行
に
移
さ

れ
、
前
庭
帝
は
殺
害
さ
れ
た
。
以
上
が
院
佃
夫
停
の
惇
え
る
ク
ー
デ
タ
ー
に
至
る
ま
で
の
状
況
で
あ
る
が
、
帝
の
側
近
と
劉
衰
の
側
近
の
中
の

ご
く
少
数
の
者
で
計
董
さ
れ
貫
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

『宋
書
』
巻
五
七
察
興
宗
俸
に
は
、

こ
れ
ら
側
近
の
寒
人
ら
と
は
ま

っ
た
く
別
に
、
察
興
宗
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
計
書
一
が
存
在

し
た
こ
と
を
傍
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
輔
政
龍
制
の
下
で
失
脚
さ
せ
ら
れ
た
察
興
宗
は
、
前
廃
帝
親
政
の
下
、
吏
部
尚
書
に
復
蹄
し
た

が
、
か
え
っ
て
太
尉
沈
慶
之
、
領
軍
将
軍
王
玄
謀
、
右
衛
将
軍
劉
道
隆
ら
三
人
に
前
廃
帝
殺
害
を
働
き
か
け
る
行
動
に
出
た
。
三
者
い
ず
れ
も

察
興
宗
の
意
見
の
正
嘗
性
を
認
め
つ
つ
も
、
行
動
は
起
こ
さ
な
か

っ
た
。
院
佃
夫
ら
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
の
際
の
察
興
宗
の
動
静
に
つ
い
て
、

察
興
宗
俸
は

一
切
語
ら
な
い
。
院
佃
夫
ら
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が
宮
廷
内
で
秘
密
裏
に
賓
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
十
祭
興
宗
の
行
動
と

(
お
)

ク
ー
デ
タ
ー
と
の
聞
に
直
接
的
関
係
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
察
興
宗
俸
の
記
述
は
、
前
廃
帝
の
親
政
が
有
力
官
僚
の
支
持
を

(
幻
)

失
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
確
賓
で
あ
ろ
う
。
祝
線
斌
「
従
『
宋
室
田
」
察
興
宗
惇
看
封
建
王
朝
的

グ駿
昏
立
明
μ

」
も
指
摘
し
て
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い
る
よ
う
に
、
皇
帝
権
力
と
い
え
ど
も
、
そ
の
支
持
基
盤
か
ら
孤
立
し
て
は
存
立
し
得
な
い
こ
と
を
讃
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

結
局
、
前
廃
帝
は
孤
立
し
て
殺
害
さ
れ
、
宮
廷
政
饗
の
結
果
、
劉
惑
が
擁
立
さ
れ
た

(明
帝
)
。
だ
が
、
明
帝
の
即
位
も
政
局
の
安
定
に
は

結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
明
帝
政
権
は
、
前
庭
帝
の
弟
(
孝
武
帝
の
第
二
子
)
劉
子
助
を
擁
立
す
る
勢
力
と
の
聞
で

一
年
に
わ
た
る
激
し
い
内
戦
を

経
て

よ
う
や
く

一
廉
の
安
定
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
前
廃
帝
期
政
治
史
を
見
て
き
た
。
そ
の
前
字
は
、
義
恭
を
頂
黙
と
す
る
輔
政
龍
制
に
よ
り
孝
武
帝
型
政
治
か
ら
の
脱
却
が
進
め
ら
れ
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た
。
そ
れ
は
官
僚
の
輿
論
に
配
慮
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
康
範
な
官
僚
暦
の
支
持
を
獲
得
し
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
|
|
察
興
宗
に
よ
る

批
判
や
王
玄
諜
の
脱
落
。
加
え
て
飢
謹
や
鋳
銭
政
策
の
失
敗
に
よ
る
経
済
混
胤
が
政
権
安
定
の
障
害
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
情
況
の
下
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で
、
親
政
を
志
向
す
る
前
廃
帝
に
よ
る
政
饗
が
成
功
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
前
廃
帝
親
政
縫
制
も
、
衰
頻
の
離
脱
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
輔
政

程
制
に
反
設
を
示
し
た
官
僚
屠
を
十
分
に
結
集
で
き
ず
、
帝
は
孤
立
し
、
そ
の
不
安
と
焦
燥
が
帝
を
恐
怖
政
治
に
走
ら
せ
、
宮
廷
政
壁
へ
と
つ

な
が
っ
て
ゆ
く
。

こ
の
政
情
不
安
を
引
き
起
こ
し
た
要
因
は
、
第

一
に
皇
位
の
不
安
定
で
あ
っ
た
。
前
節
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
元
来
、
劉
宋
の
皇
帝
は
皇

族
の
中
で
の
第
一
人
者
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
前
庭
帝
が
後
字
、
恐
怖
政
治
に
突
き
進
ん
だ
の
も
、
こ
の
皇
位
の
不
安
定
と
表
裏
の
関
係
に

あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
官
僚
聞
の
蕪
争
で
あ
る
。
そ
れ
は
恩
倖
寒
一
人
の
専
権
を
め
ぐ
る
釘
立
で
は
な
か
っ
た
。
恩
倖
寒
人
釘
貴
族
と
い
う
園

式
は
見
ら
れ
ず
、
封
立
す
る
黛
汲
の
讐
方
に
貴
族
・
寒
門

・
寒
人
の
各
階
層
出
身
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
前
中
十
の
輔
政
健
制
と
後
宇
の

親
政
健
制
を
比
較
す
る
と
、
孝
武
帝
型
の
皇
帝
の
威
信
を
高
め
る
政
策
に
釘
す
る
姿
勢
の
相
遣
が
見
出
さ
れ
る
も
の
の
、

孝
武
帝
型
政
治
に
釘

す
る
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
官
僚
層
が
分
裂
し
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
黛
争
の
要
因
は
何
か
。
官
僚
聞
の
蕪
争
自
穫
は
い
つ

の
世
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
東
証
目
時
代
と
比
較
し
た
場
合
、
劉
宋
時
代
に
は
、
寒
門

・
寒
入
居
の
撞
頭
が
額
著
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
影
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響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
宮
本
門
・
裳
入
居
は
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
政
治
勢
力
に
結
集
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
皇
族
の
叛
乱
等
に
お
い
て
、

(
お
)

常
に
積
極
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
官
界
に
お
け
る
寒
門
・
寒
入
居
の
影
響
力
増
大
が
蕪
争
を
促
進
す
る
作
用
を
果
た
し
た
こ
と
は
篠
か
で

(
鈎
)

一
方
、
「
宋
書
』
に
お
い
て
は
、
名
族
出
身
官
僚
の
政
治
的
活
動
は
、
奈
興
宗
の
よ
う
な
例
外
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
現
れ
て
こ
な

あ
ろ
う
。

ぃ
。
そ
れ
は
、
劉
宋
後
字
の
政
情
不
安
の
責
任
は
、
主
と
し
て
皇
帝
と
恩
倖
寒
人
に
蹄
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
が
『
宋
書
』
の
基
本
的
観
黙
で
あ

る
こ
と
か
ら
し
て
、
嘗
然
の
締
結
な
の
で
あ
り
、
名
族
出
身
の
官
僚
が
蕪
争
の
局
外
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
名
族
出
身
者
を
含
む
官
僚
聞
の
薫
争
の
全
韓
像
が
見
え
に
く
く
な

っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
官
僚
開

の
蕪
争
が
皇
位
の
不
安
定
と
相
互
に
促
進
作
用
を
果
た
し
つ
つ
政
情
不
安
を
醸
成
し
て
い
た
、
と
い
う
劉
宋
政
治
史
の
構
園
を
描
く
こ
と
が
可

能
な
の
で
あ
る
。



お

わ

り

劉
宋
の
皇
帝
は
皇
族
の
中
で
の
第
一
人
者
に
す
ぎ
ず
、
従
来
の
研
究
で
強
調
さ
れ
て
き
た
皇
帝
権
力
強
化
と
は
、
正
確
に
は
皇
帝
権
力
確
立

に
向
け
て
の
努
力
で
あ
っ
た
。
そ
の
努
力
の
在
り
方
も
、
劉
宋
の
前
中
十
に
は
、
北
伐
|
|
中
原
回
復
と
い
う
大
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
官
僚

の
支
持
を
結
集
す
る
方
向
で
準
め
ら
れ
た
の
に
釘
し
、
孝
武
帝
以
降
は
、
も
は
や
大
目
標
を
設
定
で
き
ず
、
官
僚
の
勢
力
を
削
弱
し
つ
つ
、
皇

(
初
)

帝
と
官
僚
と
の
聞
に
絶
釘
的
格
差
を
設
定
す
る
た
め
の
瞳
制
整
備
と
い
う
方
向
に
局
限
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
に
不
安
定
な
皇
帝
権
力
と
、

た
え
ず
黛
争
を
繰
り
返
す
官
僚
屠
の
動
向
に
よ
っ
て
劉
宋
王
朝
の
政
情
不
安
は
規
定
さ
れ
て
い
た
。
『
{
木
書
』
に
は
、
皇
帝

・
恩
倖
寒
人
釘
貴

族
と
い
う
園
式
で
、
そ
の
政
情
不
安
の
原
因
を
説
明
し
よ
う
と
い
う
意
園
が
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
意
園
の
も
と
に
『
宋
書
』

が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
『
宋
書
』
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
上
記
の
園
式
は
賓
情
を
と
ら
え
た
も
の
と
は
言
い
難
い
と
い
う
結

論
に
達
し
た
。
皇
帝
権
力
と
官
僚
屠

(
貴
族

・
寒
門

・
寒
人
出
身
者
を
含
む
)
は
大
局
的
に
は
む
し
ろ
一
程
で
あ
り
、
皇
帝
の
地
位
の
不
安
定
さ
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が
官
僚
の
黛
争
を
促
進
し
、
同
時
に
官
僚
の
黛
挙
が
皇
位
の
不
安
定
に
影
響
す
る
と
い
う
相
互
作
用
で
説
明
す
る
方
が
、
劉
宋
政
権
の
構
造
的

特
質
を
把
捉
す
る
方
法
と
し
て
有
数
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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註(
1
)

そ
の
理
由
は
一
つ
に
は
、
孝
武
帝
期
以
前
に
関
す
る
記
述
は
、
徐

居
友
『
宋
書
』
に
よ
り
、
前
廃
帝
期
以
後
を
新
た
に
書
き
起
こ
し
た

(『宋
書
』
巻一

O
O
自
序
)
と
い
う
事
情
も
関
係
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
宋
末
に
近
い
第
七
代
後
廃
帝
以
降
は
、
次
期
南
斉
王

朝
の
歴
史
に
記
さ
れ
る
べ
き
部
分
が
多
く
な
っ
て
、
記
述
が
薄
く
な

る。

(
2
)

拙
稿
「
沈
約

『宋
書
』
の
史
論
(
一
)
」
(
弘
前
大
拳
人
文
撃
部

『
文
経
論
叢
』
二
七
|
三
、
一
九
九
二
)
二
四
七
1
二
五
O
頁。

(
3
)

『
宋
書
」

巻

一
武
帝
紀
上
元
興
三
年
の
係
。

山
間
金
百
左
僕
射
王
倫

・
倫
子
剃
州
刺
史
緩
等
、
江
左
冠
族
。
緩
少

有
重
名
、
以
高
粗
起
自
布
衣
、
甚
相
凌
忽
。
緩
、
桓
氏
甥
、
亦

有
自
疑
之
志
。
高
祖
悉
詠
之
。
:
:
:
及
王
憶
父
子
株
、
誼
従
弟

誕
-
諸
説
目
、

「王
駒
無
罪
、
而
義
旗
諒
之
、
此
是
勢
除
勝
己
、

以
絶
民
望
。
兄
既
桓
氏
黛
附
、
名
位
如
此
、
欲
求
克
得
乎
。
」
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駒
、
倫
小
{
子
也
。
謡
健
、
奔
子
由
阿
。
高
租
股
白
大
将
軍
、
深

相
保
雄
、
迎
還
復
位
。

(
4
)

安
田
二
郎
「
南
朝
貴
族
制
社
舎
の
饗
革
と
遁
徳
・
倫
理
」

(『
東
北

大
向
学
文
内
学
部
研
究
年
報
』
三
四
、
一
九
八
五
)
の
、
「
畢
克
す
る
に

沈
約
は
、
排
他
的
権
力
機
構
た
る
王
朝
図
家
を
枇
曾
秩
序
樹
立
(
経

世
済
民
)
の
た
め
の
具
耀
的
機
構
と
捉
え
る
機
能
主
義
的
図
家
観
に

立
脚
し
」
て
い
た
(
一一一一一
頁
)
と
い
う
指
摘
を
参
照
。

(
5
)

「貌
耳
目
南
北
朝
通
史
」
(
弘
文
堂
書
房
、

一
九
三
二
)
。

引
用
は
、

『
貌
耳
目
南
北
朝
通
史
内
編
』
(
平
凡
一吐
「
東
洋
文
庫
」
版
、
一
九

八
九
)
二
四

一
l
二
五
O
頁。

(
6
)

「九
品
官
人
法
の
研
究
|
|
科
奉
前
史
』

(東
洋
史
研
究
舎
、

一

九
五
六
)。

引
用
は

『宮
崎
市
定
全
集
六
九
品
宮
人
法
』
(
岩
波

書
応
、

一
九
九
二
)
二
一
五
l
三
七
頁
。

(
7
)

「
劉
裕
政
権
と
義
照
土
断
」
(
『重
松
先
生
古
稀
記
念
九
州
大
与
東

洋
史
論
叢
』

一
九
五
七
)。

(8
)

「貌
菅
南
朝
の
政
治
と
枇
舎
』

(土
口
川
弘
文
館
、
一
九
六
一二)
で

は
、
「
劉
氏
は
内
面
的
心
情
的
に
も
、
土
人
暦
に
絶
封
者
と
し
て
の

距
離
感
を
も

っ
て
封
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
に
お
い

て
、
米
の
皇
帝
権
力
は
耳
目
の
そ
れ
と
は
質
的
に
異
な
る
も
の
と
さ
れ

よ
う
。
こ
の
大
勢
は
南
朝
を
通
じ
て
繁
り
な
か
っ
た
」
(
一二
七
七
頁
)

と
述
べ
て
い
る
。

(
9
)

『雨
E

日
南
朝
政
治
史
稿』

(河
南
大
祭
出
版
枇
、

一
九
九
二)。

(
日
)
「
劉
宋
政
権
の
成
立
と
寒
門
武
人
」
(
『六
朝
貴
族
制
祉
舎
の
研

究
』
岩
波
書
応
、

一
九
八
二
所
収
)。

た
だ
し
、
「
軍
事
政
権
」
と
い

う
用
語
は
同
論
文
で
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
「
世
説
新
語
」
の
編

纂」

(同
書
所
牧
)
三
四
四
頁
に
見
ら
れ
、
さ
ら
に
同
氏
著
『
中
園

の
歴
史
3

貌
耳目
南
北
朝
』
(
講
談
枇
、
一
九
七
四
)
に
詳
し
い
説

明
が
見
え
、
「
武
力
は
皇
族
と
、
根

っ
か
ら
た
た
き
あ
げ
た
武
人
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
、
貴
族
は
つ
い
に
武
力
を
直
接
支
配
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
四
世
紀
ま
で
と
異
な
る

一
つ
の
様
相
で
あ
る
。

五
世
紀
の
宋
・
斉
商
政
権
は
、
こ
の
意
味
で
軍
事
政
権
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
」
(
一一一一一一
頁
)
と
あ
る
。
な
お
、
本
文
に
お
け

る
引
用
は
、
同
書
二
二
二
、
二
二
四
頁
。

(
日
)
例
え
ば
、
「
渓
六
朝
史
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
中
園
古
代
の
政

治
と
枇
舎
』
中
図
書
脂
、

二
O
O
O所
牧
)
に
、
南
朝
貴
族
制
の
特

色
と
し
て
、
「
各
王
朝
創
業
の
天
子
の
出
自
が
専
ら
軍
事
力
に
よ

っ

て
い
る
だ
け
に
、
司
馬
氏
の
場
合
と
遣
い
天
子
が
自
ら
を
主
権
者
と

し
て
貴
族
よ
り
も
高
い
次
元
に
お
く
こ
と
を
う
ち
出
し
、
い
わ
ば
政

治
的
支
配
者
と
し
て
の
一
種
感
を
ぬ
ぐ
い
去
っ
た
上
で
、
天
子
、
貴

族
、
非
貴
族
官
僚
三
者
の
そ
れ
な
り
の
調
和
を
困

っ
た

こ
と
で
あ

る
」
と
遁
べ
て
い
る

(一

O
二
頁
)
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
と
く
に

後
半
の
「
天
子
、
貴
族
、
非
貴
族
官
僚
三
者
の
そ
れ
な
り
の
調
和
を

園
っ
た
」
と
い
う
指
摘
は
示
唆
的
で
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
以
上
の
説

明
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
劉
宋
政
権
の
性
格
規
定
は
陵
昧
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
安
田
二
郎

「
元
嘉
時
代
史
へ
の
一
つ
の
試
み

l
i劉
義
康
と
劉
劫

の
事
件
を
手
が
か
り
に
|
|
」

(
『
名
古
屋
大
皐
東
洋
史
研
究
報
告
」

一一
、
一
九
七
三
)
を
参
照
。

(
日
)

北
伐
政
策
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
元
嘉
時
代
後
竿
の
文
帝
親
政
に

つ
い
て
|
|
南
朝
皇
帝
権
力
と
寒
門

・
寒
人
|
|
」
(
「
集
刊
東
洋

56 
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撃
』
四
九
、
一
九
八
三
)
を
参
照
。

(
比
)
越
智
重
明
『
貌
菅
南
朝
の
政
治
と
枇
曾
』
(
前
掲
)
の

「
元
嘉
時

代
は
二
十
七
年
を
境
に
し
て
大
き
く
愛
化
す
る
。
宋
王
朝
は
同
年
の

北
貌
の
南
下
を
防
ぐ
た
め
圏
力
を
消
耗
し
つ
く
し
、
そ
れ
以
後
園
勢

は
念
速
に
衰
え
て
行
く
。
以
後
賞
然
の
こ
と
と
し
て
そ
の
針
策
が
考

え
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
皇
帝
の
絶
釘
者
と
し
て
の
象
巌
性
の
昂
揚
が
、

そ
の
針
策
の
一
環
を
な
し
た
」
(
三
九
二
頁
)
と
い
う
指
摘
が
示
唆

的
で
あ
る
。
同
氏
「
劉
宋
の
宮
界
に
お
け
る
皇
親
」
(
『
史
淵
』
七
四
、

一
九
五
七
)
に
も
、
「
皇
帝
権
力
は
一
磨
、
個
人
と
し
て
の
皇
帝
権

力
と
一
の
組
織
・
機
構
と
し
て
の
皇
帝
権
力
と
に
分
け
ら
れ
る
。
武

帝
、
(
元
嘉
二
十
六
年
ま
で
の
)
文
帝
の
も
つ
皇
帝
権
力
の
強
大
さ

は
、
嘗
然
こ
の
繭
者
相
ま
つ
て
の
強
大
さ
で
あ
っ
た
。
そ
の
衰
退
も

嘗
然
雨
者
相
ま
つ
べ
き
が
珠
想
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
嘗
時
急
速
に

衰
退
し
た
の
は
一
の
組
織
・
機
構
と
し
て
の
皇
帝
権
力
で
あ
り
、
孝

武
帝
は
依
然
と
し
て
個
人
と
し
て
の
皇
帝
権
力
を
中
央
官
界
に
お
い

て
相
嘗
に
強
力
に
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
:
:
:
か
く
て
、
孝
武
帝

の
親
政
は
、
皇
帝
個
人
に
よ
る
専
制
政
治
と
も
い
う
べ
き
性
格
を
濃

厚
に
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
」
(
三
O
l
三

一
頁
)
と
い
う
指
摘
が

あ
る
。

(
お
)

「
宋
の
孝
武
帝
と
そ
の
時
代
」

(
『
貌
耳
目
南
靭
の
人
と
祉
舎
』
研
文

出
版
、

一
九
八
五
所
収
)
。

(
日
)
王
鍾

「
論
南
朝
宋
斉
時
期
的

H

寒
人
典
掌
機
要
H

」(『
北
京
大
挙

挙
報
(
哲
息
一

4

社
合
目
科
挙
版
)
』
)
一
九
九
五
年
第

一
期
)
は
、
南
朝
に

お
け
る
寒
一
人
専
権
は
、
せ
い
ぜ
い
前
廃
帝
や
後
廃
帝
の
即
位
嘗
初
に

見
ら
れ
る
特
殊
な
現
象
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
論
謹
し
て
、
富
由
来
の
理

解
を
大
幅
に
修
正
す
る
論
駄
を
提
示
し
て
い
る
。
だ
が
し
か
し
、

『
宋
書
』
記
述
の
偏
向
と
い
う
観
貼
を
よ
り
一
層
徹
底
さ
せ
て
考
え

る
な
ら
ば
、
王
鐙
氏
が
特
殊
例
外
的
に
は
賓
在
し
た
と
さ
れ
る
事
例

さ
え
も
、
疑
問
の
品
跡
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

(
げ
)

『宋
書
』
巻
七
前
駿
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
孝
武
帝
の
死
は
閏
五
月
庚

申
、
そ
の
四
日
後
の
甲
子
の
日
に
、
銀
出
向
害
事
制
度
を
復
活
さ
せ
て

い
る
。

(
児
)
『
宋
書
』
巻
七
前
庭
帝
紀
大
明
八
年
六
月
辛
未
の
僚
の
詔
に
、

御
府
諸
署
、
事
不
須
康
、
離
文
象
刻
、
無
施
於
今
。
悉
宜
井
省
、

以
酬
吸
願
。

と
あ
る
。
御
府
が
孝
武
帝
期
に
後
足
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
宋

書
』
巻
六
孝
武
帝
紀
大
明
四
年
十

一
月
戊
辰
の
僚
に
、

改
細
作
署
令
篤
左
右
御
府
令
。

と
あ
る
。

(
日
)
『
爾
菅
南
北
朝
史
』
(
開
明
書
庖
、
一
九
四
八
)
、
四
一

O
頁
。
同

書
は
、
『
宋
書
』
の
記
遮
が
前
庭
帝
の
異
常
な
性
格
を
強
調
し
て
い

る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
宋
・
斉
時
代
に
頻
出
す
る
非
行

少
年
型
天
子
に
閲
す
る
記
述
を
そ
の
ま
ま
事
賓
と
は
受
け
取
れ
な
い

こ
と
、
呂
恩
勉
氏
の
指
摘
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

(
初
)
太
子
左
衛
率
は
東
宮
府
に
お
い
て
左
衛
将
軍
に
相
嘗
し
、
太
子
中

庶
子
は
同
じ
く
侍
中
に
相
賞
。
義
恭
の
愛
言
は
、
こ
の
黙
を
ふ
ま
え

て
い
る
。

一
方
、
太
子
左
衛
率
も
太
子
中
庶
子
も
五
品
だ
が
、
左
衛

将
軍
は
四
品
、
侍
中
は
三
品
で
あ
っ
て
、
太
子
左
衛
率
と
左
衛
将
軍

と
の
聞
の
格
差
は
小
さ
い
が
、
太
子
中
庶
子
と
侍
中
と
で
は
格
差
が

大
き
す
ぎ
る
と
い
う
察
興
宗
の
愛
言
は
、
こ
の
こ
と
に
基
づ
く
。
宋
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費
時
代
の
賓
情
を
ふ
ま
え
て
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
梁
十
八
班
制
で

み
て
も
、
十
一
班
五
番
目
の
太
子
左
衛
率
か
ら
十
二
班
三
番
目
の
左

衛
将
軍
へ
の
距
離
は
、
十

一
班
の
十

一
番
目
太
子
中
庶
子
と
十
二
班

筆
頭
侍
中
と
の
距
離
よ
り
は
る
か
に
小
さ
い
。
だ
が
一
方
、
黄
門
侍

郎
は
五
口
川
で
あ
る
の
で
、
四
品
の
校
尉
を
領
職
さ
せ
よ
う
と
い
う
の

が
察
興
宗
の
考
え
で
あ
り
、
義
恭
は
、
黄
門
侍
郎
の
低
さ
に
こ
だ
わ

っ
た
。
十
八
班
制
で
い
う
と
、
十

一
班
の
太
子
中
庶
子
に
針
し
て
、

黄
門
侍
郎
は
十
班
と
降
格
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
み
え
る
が
、
黄

門
侍
郎
は
十
班
の
筆
頭
で
あ
り
、
七
班
の
筆
頭
の
校
尉
を
領
職
さ
せ

れ
ば
、
悪
い
候
件
で
も
な
か
ろ
う
。
醇
安
都
は
最
終
的
に
左
衛
将
軍

か
ら
右
衛
将
軍
に
格
下
げ
さ
れ
、
加
官
の
散
騎
常
侍

(三
品
、
十
二

班
)
を
給
事
中

(五
品
、
四
班
)
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に

加
官
の
降
下
が
大
き
く
、
義
恭
ら
の
不
快
感
を
反
映
し
た
も
の
と
い

え
よ
う
。
な
お
、
こ
の
官
職
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
岡
部
毅

「
耳
目
南
朝
の
兎
官
に
つ
い
て
」
(
『東
方
町
芝

一
O
一
、
二
O
O
二

を
参
照
(
八
四
頁
)
0

(
幻
)

な
お
、
恩
倖
寒
人
に
よ
る
吏
部
人
事
へ
の
不
嘗
な
介
入
と
い
う

『宋
書
』
の
記
述
に
針
し
て
は
、
窪
添
慶
文
「
園
家
と
政
治
」
(
『貌

耳目南
北
朝
陪
唐
時
代
史
の
基
本
問
題
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
所

牧
)
の
注
お
に
、
「
中
村
圭
爾
氏
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
宋
・
費

時
代
に
お
い
て
は
、
侍
中
よ
り
も
実

F

人
が
給
事
中
や
散
騎
の
織
に
よ

っ
て
上
奏
を
修
正
し
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
寒
人
が
制
度
の

枠
外
で
活
動
し
た
の
で
は
な
く
、
か
れ
ら
は
政
策
決
定
の
場
に
制
度

的
に
参
加
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
(
二
四
九

頁
)
と
あ
り
、
本
稿
と
は
別
の
角
度
か
ら

『宋
書
』
の
記
述
の
偏
向

を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
観
黙
に
よ

っ
た
場
合
で
も
、

『宋
書
』
は

恩
倖
寒
人
の
活
動
の
不
嘗
性
を
過
度
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

本
稿
の
趣
旨
と

一
致
す
る
。

(
忽
)

岡
崎
文
夫
『
貌
菅
南
北
朝
通
史
内
編
』
(
前
掲
)
に
、
「
孝
武
の

偲
明
断
的
方
針
は
、
世
族
を
中
心
と
す
る
官
僚
全
健
に
と

っ
て

一
般
に

反
感
を
も
た
れ
た
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
、
こ
と
に
帝
は
忌
慨
な
く
朝

臣
を
愚
弄
す
る
癖
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
も

っ
と
も
名
流
の
悪
感
を
買

っ
た
ら
し
い
」
(
二
凹
凹
頁
)
と
い
う
。

(
お
)
「
宋
室
田
』
巻
四
五
劉
懐
慌
惇
附
子
徳
願
惇
。

永
光
中
、
矯
廷
尉
、
胸
ハ
柳
元
景
厚
善
。
元
景
敗
、
下
獄
抹
。

(μ
)

『宋
書
』
を
六
一
武
三
王
・
江
夏
王
義
恭
停
に
も
、

前
夜
帝
狂
惇
加
熱
遁
、
義
恭

・
元
景
等
謀
欲
腹
立。

永
光
元
年
八

月
、
駿
帝
率
初
林
兵
於
第
害
之
、
件
什
及
其
四
子
。

と
あ
る
。

(
お
)

呂
思
勉

『雨
菅
南
北
朝
史
』
(
前
掲
)
は
、
こ
の
政
幾
は
衰
頴
と

徐
愛
の
二
人
が
密
謀
に
参
興
し
た
と
い
う
見
解
を
示
す

(四
一

一一
一

頁
)
。
ま
た
、
同
吉
田
に
は
、
裳
鎮
が
ま
も
な
く
帝
の
信
頼
を
失

っ
た

と
い
う

『宋
書
』
の
記
述
に
釘
し
で
も
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
る

(四
一
四
頁
)
が
、
こ
の
鈷
に
つ
い
て
は
確
資
な
論
擦
が
得
ら
れ
な

い
の
で
、
し
ば
ら
く

『宋
書
』
に
従
う
。

(
お
)
呂
思
勉

『爾
耳
目
南
北
朝
史
』

(
前
掲
)
は
、
「
奈
興
宗
は
沈
慶
之
・

王
玄
諜
・
劉
遁
隆
に
歴
説
し
て
、
兵
力
に
頼
ろ
う
と
し
た
が
、

三
人

が
み
な
同
調
し
な
か
っ
た
の
で
、
や
む
を
え
ず
し
て
誇
寂
之
ら
を
用

い
た
の
は
、
切
羽
詰
っ
て
の
計
略
で
あ
り
、
成
功
し
た
の
は
幸
運
で

あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
(
四
二
O
頁
)
が
、
そ
の
論
械
は
な
い
。
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(
幻
)

「従

『宋
書
』
察
興
宗
停
看
封
建
王
朝
的

H

駿
昏
立
明
H

」
『北
京

大
拳
拳
報
』
(
哲
拳
枇
曾
科
拳
版
)
一
九
八
七
年
第
二
期
。

(
お
)
安
田
二
郎
「
『耳
目
安
王
子
動
の
叛
乱
』
に
つ
い
て

l
l
南
朝
門
閥

貴
族
健
制
と
豪
族
土
豪
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
二
五
|
四
、
一
九

六
七
)
、
「
元
嘉
時
代
史
へ
の
一
つ
の
試
み
」
(
前
掲
)
。

(
m
U
)

察
興
宗
は
、

『宋
書
」
に
お
い
て
士
大
夫
の
理
想
像
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
察
興
宗
が
沈
約
の
恩
人
で
あ
る
こ
と
も
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
沈
約
と
察
興
宗
の
開
係
に
つ
い
て

は
、
吉
川
忠
夫
「
沈
約
の
停
記
と
生
活
」

(
『
六
朝
精
紳
史
研
究
』
同

朋
舎
、

一
九
八
四
所
収
)
を
参
照
。
な
お
、
稀
代
麻
也
子
「
沈
約

『朱
書
』
に
お
け
る
察
興
宗
像
の
構
築
|
|
蓑
祭
像
と
の
比
較
を
遇

し
て
|
|
」
(
『中
園
文
化
』
五
八
、
二

O
O
O
)
は
、
本
稿
と
は
関

心
を
異
に
す
る
が
、
沈
約
が
「
自
ら
の
憧
れ
で
あ
る
悠
々
た
る
生
き

方
を
し
た
具
程
的
姿
と
し
て
察
興
宗
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
」
こ
と

を
論
じ
て
お
り
、
有
盆
で
あ
る
。

(
初
)
孝
武
帝
期
に
お
け
る
虎
賞
班
剣
の
入
殿
禁
止
は
そ
の
一
例
。
石
井

仁
「
虎
賞
班
剣
老
[
|
漢
六
朝
の
恩
賜

・
殊
穆
と
故
事
il
l」
(
『東

洋
史
研
究
』
五
九
|
四
、
二

O
O
一
)
を
参
照
。
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(む
)

こ
の
劉
宋
政
権
の
構
造
は
、
甘
懐
巽
「
中
圏
中
古
士
族
輿
図
家
之

関
係
」
(
『
新
史
息
子a』
二
|
三
、
一
九
九
こ
が
分
析
し
た
六
朝
陪
唐

期
の
皇
帝
と
士
族
と
の
関
係
の
基
本
的
な
あ
り
方
と

一
致
す
る
。
甘

懐
呉
氏
は
、
「
皇
帝
権
力
は
特
化
し
て
士
族
の
集
園
性
の
象
徴
に
な

る
こ
と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
土
族
が
政
治
権
力
を
行
使
す
る
法
源

と
な
り
、
士
族
の
集
園
性
を
維
持
す
る
仲
裁
者
と
し
て
、
士
族
の
支

持
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
皇
帝
に
つ
い
て
い
え
ば
、
皇
帝
は
官
僚

組
織
を
完
全
に
統
制
す
る
手
段
を
も
た
な
い
の
で
、
個
人
の
権
力
は

相
釣
的
に
削
弱
さ
れ
、
士
族
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
。
し
か
し
、
士

族
が
権
力
を
行
使
す
る
時
に
は
、
依
然
と
し
て
皇
帝
権
力
の
名
義
を

用
い
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
依
然
と
し
て
皇
帝
の
意
志
に
訴
え
る
。

士
族
政
治
の
時
期
を
通
じ
て
、
そ
の
ほ
か
の
法
源
や
政
慢
を
創
造
は

し
な
か
っ
た
。
園
家
官
僚
組
織
を
代
表
す
る
皇
帝
権
力
は
、
中
古
時

期
に
、
愛
展
し
績
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
(
一
一
三
頁
)
と
指
摘
し

て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
士
族
」
を
本
稿
で
い
う
官
僚
に
置
き
換
え

て
理
解
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
劉
宋
の
皇
帝
権
力
は
、
結
局
、
士
族

の
集
園
性
の
象
徴
と
は
成
り
切
れ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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dualities.In these circumstances, Zheng Xuan 鄭玄i hisＭａｏｓhi　ｚｈｅｎｇjian毛詩

鄭能ｍａｄｅ what might be termed ａ forced interpretation Guan Ju's 開唯verse,

attempting to elevate the conception of the empress to a higher level, not merely

the legitimate wife of an individual emperor, but as an ｅχjstenceof one who gov-

emed the realm of yin and as ａ counterpart to the emperor who embodied yang･

THE SONGSHU 宋書AND THE POLITICS OF THE LIU-SONG

　　　　　　　　　　　　　

Kawai Yasushi

　　

The chief characteristics of the political history of the Liu-Song Dynasty are

generally taken to be the strengthening of the power of the emperor and the re-

lated nse of men of humble birth known as hanmen家門ｏｒ　ｈａｎｍｎ寒人. In other

words, an image has been created of imperial authority aimed at building a

monopoly on power by means of appointment of the hanmen/hanren ｍ opposition

to the aristocratic factions that had held power ever since the Eastern Jin. This

picture conforms to the view of Shen Yue 沈約, the compiler of the Ｓｏｎｅｓｈｕ,but

it would probably be inappropriate to understand it as objectively reflecting the

reality of the times.

　　

From this point of view, this study first examines the characteristic of the

political history found throughout the descriptions of Shen Yue ｍ the Ｓｏｎｓｓｋｗ.

And given the point of view critical of the emperor's exercise of arbitrary author-

ity, makes clear that ｍ the　Ｓｏｎｓｓｈｕthere was ａ tendency to over-emphasis the

power of the emperor and the favored hanren. Moreover, it addresses the main

studies concerned with Liu-Song political history, and points out the problem that

the description corresponds perfectly to that of Shen Yue, particularly as regards

the description following emperor Xiao Wu 孝武(r. 453-464). Furthermore, in

seeking to discover ａ clue to the solution of this problem, it considers the political

history of the period of Qianfei-di 前慶帝(464-65). That which caused the political

instability in the period of the Qianfei-di was the unstable authority of the emperor

and the tendency for ceaseless repetition of factional infighting among government

bureaucrats. The Ｓｏｎｇｓh.Ｍ explained the cause of this political instability by chart-

ing a vision of the emperor and the favored hanren versus the aristocracy, howev-

er it would be difficultto claim that such ａ vision objectively depicted the real cir-

cumstances. The authority of the emperor and the bureaucratic class (including

aristocrats, hanmen, and those originally of hanren status) were instead broadly
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united, and to explain the situation in terms of mutual inflt]ence, with the instability

of the status of the emperor hastening the factional infighting of the bureaucrats,

and simultaneously the factional infighting of bureaucrats influencing the instability

of the emperor's status would surely be ａ more valid method for grasping not only

the period of Qianfei-di but the structural characteristic of the politics of the entire

Liu-Song Dynasty.

ＯＲＤＯ斡魯采AND FANZHEN 藩鎮

Takai Yasuyuki

　　

The problem of whether the prefectures 州鵬attached to the ordo 斡魯栞

should be understood as the private property of the emperor during the Liao

dynasty is central to this study.　Previous studies of the establishment of the pre-

fectures within the ordos have been flawed by misinterpretations of source mate-

rials, and, although, the system of regional government has been the focus of

these arguments, they have failed to take ａ comparative approach and examine

closely related regions and ages, e.g. Tang, the Five Dynasties, and Bohai. This

study has attempted ａ re-examination of the prefectures of the ordos and arrived

at the following conclusions｡

　　

The prefectures of the ordo were under the control 0f three entities, the

ordo, the fanzhen 藩鎬, the regional military governor, and the national govern-

ment國家. In terms of governmental administration, there were two chains of

command, one from the ordo to the subordinate prefectures and one from the

Chancellor枢密院to the prefectures of the ordo. And, as the fanzhen held the

power to appoint and remove personnel in certain cases within his jurisdictionat

the local level within the prefectures, the system allowed him to operate almost at

win. In terms of financialadministration, tax reve皿es were splitbetween the ordo

and the national government on the one hand, and the fanzhen also employed va-

rious measures, legal and illegal,to obtain revenues. Thus the ｅχistenceof the

fanzhen, who was able to ｅχercise丘χedauthority over the prefectures of the

ordo, served to limit the direct rule of the ordo and the national government over

the prefectures of the ordo. Moreover, these three entitiesmaintained their re-

lationships with the prefectures of the ordo throughout the Liao Dynasty、 This can

be confirmed by the facts that the national government administered personnel

matters of the prefectures attached to the ordo, that it has been ascertained that

- ｊ－


